
令第129条の2の4　規定

満水時の質量が15ｋｇを超える給湯設備については、

3

　　　　　　　　　　　　　第三者機関　　　　　　　％

12

3

19

3

本　杭

3

　　Ｄ　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　 10

15

耐力　ＫＮ

13

1

20

　　　ＧＬ－　　　　　　　　　ｍ　

ＢＮｏ－　　　　 ＢＮｏ－　　　　

　　　・　耐火時間　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　工法

構　造　特　記　仕　様　書

　　　　　　　以下　建監指とする。

　　　　　　　テストピース　　　　　　　　　　　本／毎

・土　質　柱　状　図

　　　　　　　以下　ＪＡＳＳとする。

25

3

10

　　　・　強度試験を行う

・特記事項

　　　ＧＬ－

　　　報告書を（　　　　　　　）部提出する

ＪＩＳ規格品又は同等品以上とする

2530

33

　

直接基礎・既製杭基礎・その他

16

・支持地盤

　　　　　　（　　　　　　　　　　　グレード以上）

3

3

　・　深礎　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　）

　　　・　モンケン型杭打機

2518

断　面　　ｃｍ　

3

杭　長　　ｍ

　

18

普

ク

KSS785（スミフ－プ）

25

25(20)

　　　　　　4.5±1.5％　以下　

21

18 18

25(20)

・継手

18

　　　・　一般　　　　　　・　標準　　　　　　・　長期

コ

・試験杭本数

通

ン

5

リ

※　粗骨材径（　　）内は砕石の場合

25(20)

　　　・　普通ホ゜ルトラント゛セメント　　・　その他

21

18

15

・空気量

25(20)18

深さ　ｍ

R

2

　　　・　溶接金網

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

　　　　ｍ　　地質　　　　　

　　　　　　60％以下

　　Ｄ13　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　200　ｋｇ／ｍ3　以下

　・　アースドリル杭　・　オールケーシング（全周回転）杭

（高炉セメントＢ種）

　　　・　人工

　　　・　人工

・コンクリート強度

ＧＬ

15

25(20)

※　Ｆｃ　：　設計基準換算強度

　　　　　　　　　重ね継手　　　　　　　　45ｄ

　　　　　　330　ｋｇ／ｍ3　以上

・地耐力試験

21

　　Ｄ　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　

27 18

種　別

・ＳＤ２９５Ｂ

粗骨材径 使　用　個　所

　　　・　油圧ハンマー杭打機

・杭の工法

21

24

27

ー

ト

25

30

・鉄筋種別

25(20)

24

25(20)

18

Fc N/mm2

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３９０

　　　ピングの検討

１．直接基礎

　　　・　５ｔローラー３回転圧

・ＳＤ３４５

　　Ｄ　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　Ｄ29　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　

・杭の状態

・工法

杭　耐　力　KN

　　　・　ディーゼルハンマー杭打機

・併用機

cm
スランプ

使　用　鉄　筋　径

ＪＩＳ規格品又は同等品以上とする

・杭打機種

・根伐底のヒー

・杭打記録報告

・設計地耐力

　　　検討書を（　　　　　　　）部提出する

19

　　工事区分

　　位置、径、数

　　　（建築用ターンバックル筋かい）

　　　・　ハイベース　　　　　　・　ベースパック

　　　寸法検査

　　　・　監督員の承認する工場

20

　　　　　　余熱を必要

　　　　　　片面溶接Ｌ＝１０ｄ、両面溶接Ｌ＝５ｄ

・強度試験所

・フープ

5010 10 4020

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

50

　　　　　　工法

　　　仮付け状態の物

　　　・　建設大臣告示１１０３号の認定工場

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

無　筋

　　　　　　は継手を溶接する。余熱を必要

　　　・　該当各設備設計図による

　　　　　　ラップは溶接を併用し堅固に取付ける。

　　　公認の試験所にて行うこと

　　　１．　主筋継手　　（ｄ＝鉄筋公称径）

・特記事項

・単位水量

・杭載荷試験

・コンクリート試験

※　Ｆｃ　：　設計基準換算強度

　　　ランマー３回突き振動コンパクタ２回締め

・セメント

・計画併用期間

　　　２．　フープ筋及び補強筋継手

断面ｃｍ

　　　リートの養生計画

・梁貫通補強

　　　報告書を（　　　　　　　）部提出する

　　　　　　調合計画

・鉄筋組立

３．その他の工法

・特記事項

地質名
30 40

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

　　　　　　工法

・排水施工計画

種　類
単・上杭

30

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

地質名

種　　別 使　用　形　鋼

・山止め施工計画

位置及び箇所数は監督員の支持による。

25

　　　・　グラインダーかけ　　　　・　酸処理

-5674

位置及び箇所数は監督員の支持による。（３箇所以上）

　　　報告書を（　　　　　　　）部提出する

ＪＡＳＳ５　７節及び８節に準拠する。

・地下水位

　　　・　製品検査

　　　　　　　以下 建共仕とする。

基礎・土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

胴縁

シルト質砂

30

施工に先立ち試験堀を行い、支持地盤及び地質の確認を行うこと。

3

　　　・　Ｓ１０Ｔ　　　　　　　　・　Ｆ１０Ｔ

*　その他、鉄骨図面を参照

施工に先立ち試験堀を行い、支持地盤及び地質の確認を行うこと。

3

礫混り

場所打ちコンクリート杭

水　中

　　　　　スターラップ

Fc N/mm2

　　（　　　　　　　）部提出する

　　（　　　　　　　）部提出する

　　　個所数

　　　必ず手直し期間見越し余裕のある日程とする

　　　サイズ

　　　建築学会「鉄骨精度検査基準」による

　　調査場所

　　　・　該当構造図による

　　　　　　　　　　　　　　）

.

　　　建共仕の７．４．１０による

スランプ

　　　・　強度試験を行う

　　　指摘事項は監督員が確認する

　　　・　溶接部　　超音波探傷試験

　　　作業責任者は基礎施工士とする

本　数

　　　　　　　　　片面フレア溶接１０ｄの上各主筋に溶接する

　　　ＧＬより　　　　　　　　　ｍ

下　杭

粗骨材径

リート

cm

・ＨＴＢの種別

コンク

リート

　　　報告書を（　　　　　　　）部提出する

使　用　個　所

仕　　様

種　　別

中　杭

　　　建共仕の６章１０節による

コンク

混　和　剤

一　般　事　項

図面及び特記仕様書に記載無き事項は下記の各項による。

特記仕様書の注意事項

杭長（ｍ）種別

使　用　鉄　筋　径

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

　　　　　　　　　ブレース

　　　・　両者併用

　　　・　ＪＩＳ規格品　　サイズ　　Ｍ

・圧接試験

・建方検査

100

16

砂礫

シルト質砂

・特記事項

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

・開先検査

・デッキプレート

　　Ｄ25　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　

１．　　公共建築改修工事標準仕様書　　（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）　　最新版

２．　　建築改修工事施工監理指針　　（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）　　最新版

３．　　建築工事標準仕様書・同解説　　（建築学会）　　　最新版

・根伐施工計画

・　釜場排水　　・　ディープウェル　　・　ウェルポイント

・　その他（　　　　

・　オープンカット　　・　木製矢板　　・　シートパイル

・　Ｈ型鋼木製矢板　　・　地下連続壁

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・埋戻し及び盛土 　　　・　各層２０ｃｍ毎ランマー３回突き

埋戻し土は良質根切土とし、緩みが無い様十分な締め固めを行う。

・割り石地業

・砂利地業

・工法

・地盤改良地業　　　　　　　　

２．既製杭基礎

　　　深度ＧＬ－　　　　　　　ｍ　　　　厚さ　　　　　ｍ

　　（　　　　）ヵ所　　　報告書を（　　　　）部提出する

　　　ｆｅ＝　　　　　　　　　　　ＫＮ／㎡

　　　・　切込み砂利　　・　切込み砕石　　・　クラシャラン

　　　・　単杭　　　　　　　　　・　継ぎ杭（　　　）ヶ所

　　　・　溶接　　　　　　　　　・　機械式継手

　　　・　ＰＨＣ杭（　　　　　　）・ＰＲＣ杭（　　　　　）

　　　・　節付ＰＨＣ杭（　　　　）・節付ＣＰＲＣ杭（　　　　）

　　　・　その他（　ＳＣ杭　　　　　　　　　）

　　　試験杭１　　　　ｓｅｔ　　試験杭２　　　　ｓｅｔ

　　　・　アースオーガ（　　　　　　　　　　ｍ）

　　　・　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　・　ロックオーガ（　　　　　　　　　　ｍ）

　　　・　エアハンマ（　　　　　　ｍ）ダウンザホール程度

　　　報告書を（　　　　　　　）部提出する

　　（　　　　　）ヵ所　報告書を（　　　　）部提出する

・　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

■　建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

□　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、

支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

□　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリ－ト造の場合は、鉄製の支枠

を設けたものを除き、90ｃｍ以下とすること。

□　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリ－トのかぶり厚さを5ｃｍ以上とした鉄筋コンクリ－ト造又は厚さが

25ｃｍ以上の無筋コンクリ－ト造、れんが造、石造若しくはコンクリ－トブロック造とすること。

■　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

■　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリ－ブを設ける等有効な管の損傷防止

のための措置を講ずること。

■　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等

有効な損傷防止のための措置を講ずること。

■　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防震ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の

緩和のための措置を講ずること。

□　法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

設備関係

工事特記事項

　　　・　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得る事。

　　　・　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得る事。

　　　・　床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし、管の間隔を管径の3倍以上かつ5ｃｍ以上を原則とする。

・　給湯設備*は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

地震に対して安全上支障のない構造として、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。

*「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの。

　　　・　諸官庁への届出書類は延滞なく提出する事。

　　　・　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い、工事監理者に報告する事。

　　　・　必要に応じて記録写真を撮り保管する事。

・各検査の報告

・ＨＴＢ締付け検査

・受け入れ検査

・工場社内検査

・現寸検査

　　　溶接部　　超音波探傷試験　　　社内　　　　　　　％

　　　・　現寸検査　　　　　　　　・　工作図承認

　　　・　ミルシートの確認

　　　ＪＩＳＫ　　　　　　　　　　　　　　　回塗り

　　　ＪＩＳＫ　　　　　　　　　　　　　　　回塗り

・ＪＩＳ規格品

・ＪＩＳ規格同等品

・溶接工事作業計画書

・加工工場

・防錆塗料

・既製露出型柱脚

　　　形式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ターンバックル

　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　製品名　　　　　　　　コンクリート厚さ山上　　　ｍｍ

（ＳＷ付き）　　　・　中ボルト　　　　　　　　・　その他（　　　　　）・普通ボルト

・ＨＴＢ摩擦面の処理

・ＳＮ　４９０Ｃ

・ＳＮ　４００Ｂ

・ＳＴＫ　　４００

・ＳＴＫＲ　４００

・ＢＣＲ　２９５

・ＳＳＣ　４００

・ＳＳ　４００

・鋼材の種別

・配筋検査

・施工図

・各試験の報告

・ＪＩＳ規格品

・ＪＩＳ規格同等品

　　　・　建共仕による　　　・　特記（　　　　　　　　　　）

　　　・　各サイズ毎　　　　　・　主要なサイズ（Ｄ　　　　）

　　　・　超音波探傷試験　　　・　引張り試験

　　　・　ミルシートの確認

ＪＩＳＺ３８８１による有資格者で監督員の承認をうけた者・圧接上の資格

　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｄ　　　　以上は圧接する、Ｄ　　　　以下は重ね継手とする。

・鉄筋の継手

・鉄筋種別

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ２９５Ｂ

・ＳＤ３４５

・ＳＤ３９０

・高強度せん断補強筋

・特記事項 コンクリ－トの打込み・締固め・打継ぎ部の処理方法・養生方法は、

・施工図

・試験の報告

・コンクリート試験 　　　・　各１工程毎且つ１５０ｍ３毎

　　　・　ＪＩＳ表示許可且つコンクリート技師以上常駐

　　　・　ＪＩＳ表示許可且つ係員の承認をうけたもの

・工場

・寒（暑）中コンク

・温度補正の

・高性能ＡＥ減水剤

・流動化剤　　　　　　　　　

・防水剤

・ＡＥ減水剤

・特殊な混和材

・細骨材種別

・粗骨材種別

　　　・　砂　　　　　　・　山砂　　　　　　・　砂利　

　　　・　砂利　　　　　・　砕石　　　　　　・　砂利+砕石　

１．　　建築工事共通仕様書による特記とは、この特記仕様書の記載事項及び設計図の記入事項をいう。

２．　　本書は、建築工事共通仕様書に優先する。

３．　　本工事に適用する項目は該当欄に〇印のあるものとする。

４．　　製造所、製品及び施工法について特記のある場合は、特記又は同等以上とし、同等以上を適用する場合は係員の承諾を受ける。

５．　　共通仕様書ならびに特記仕様書に明示のない特別な材料工法等については当該製品の指定工法による。

６．　　建築工事共通仕様書に記載なき事項で建築工事標準仕様書・同解説に記載ある事項は同書による。

*　杭の断面径は設計径を示す

・コンクリート強度

・単位セメント量

・水セメント比

・ケーシング仕様

・施工管理技術者

・杭の施工報告

・特記事項

）

※原則としてＳＤ２９５Ａは圧接しない

　　　・　鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨仕口部のフープ

　　　・　異形柱及び梁のハンチに接するフープとスター

　　　・　建築工事　　　　　　　　・　設備工事

　　　・　敷地内　　　　　　・　敷地外（　　　　　　ｍ）

胴縁

・鉄　骨　工　事 ・そ　の　他

・地　業　工　事

・コンクリート　工　事

・鉄　筋　工　事

・地　業　工　事

・土　工　事

NO SCALE

区分

枚ノ内
番

盛 岡 市 み た け 四 丁 目 ８ 番 ４ ０ 号 　 Ｔ Ｅ Ｌ  019-(641)-5755

図面内容
面
図縮尺

特記

号

１ 級 建 築 士 登 録 　 第 285024号

製　図

伊五澤　和宣

構造関係特記仕様書

１ 級 建 築 士 事 務 所

有 限

会 社

検　図 一級建築士　登録第285024号　　伊五澤　和宣

工事名
Ｓ１

盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事

S23

建 築 構 造

伊 五 沢 設 計



ス ラ ブ 開 口

試 験 杭 の 位 置

打 増 し の 範 囲

説 明説 明 記 号

（ ± 　 　 ）

杭 の 位 置

２ ． 図 面

1.1 適 用 範 囲

耐 力 壁 の 種 別

１ ． 特 記 仕 様 書

床 版
床 版

壁

（ １ ） 柱 及 び 梁 （ 基 礎 梁 を 除 く ） の 出 隅 部

柱

４ ｄ 以 上

ｄ

Ｄ

壁
梁

 壁

梁 ・ ス ラ ブ の 上 が り 下 が り の 範 囲

EKW○ ○

表 1.2　 各 階 伏 図 に お け る 記 号 　

記 号

 壁 梁

S0

EW○ ○

Ｄ ２ ９

表 1.3　 梁 貫 通 孔 記 号 　

ボ ー リ ン グ 位 置

Ｄ ２ ２

100

Ｄ １ ９ Ｄ ３ ２Ｄ ２ ５区 分

FLか ら の 上 が り 下 が り

建 築

Ｄ １ ３

1.4 記 号 等

表 1.1　 異 形 鉄 筋 の 断 面 表 示 記 号 　

Ｄ １ ６Ｄ １ ０

200 225 250 275 300 325 350 375 400

１ ８ ０ °

１ ３ ５ °

ｄ

Ｄ

６ ｄ 以 上

 ９ ０ °

 １ ３ ５ °

～ Ｄ ３ ８

Ｄ １ ９

～ Ｄ ３ ８

ｄ

ｄ

Ｄ

８
ｄ

以
上

ｄ

Ｄ

４ ｄ 以 上

及 び

（ 幅 止 め 筋 ）

９ ０ °

SD295A

Ｌ  （ フ ッ ク な し ）

SD345

コ ン ク リ ー ト の

SD295B

壁

た だ し 、 最 上 階 の

Ｌ 　 （ フ ッ ク あ り ）

（ ２ ） 鉄 筋 の 重 ね 継 手 の 長 さ は 、 表 4.1に よ る 。

種   類

５ ｄ 以 上

長 は ４ ｄ 以 上 と す る 。
４

ｄ
以

上

Ｄ

2
設 計 基 準 強 度

Ｆ ｃ （ Ｎ /ｍ ｍ  ）

３ ｄ 以 上 ４ ｄ 以 上

Ｄ １ ６ 以 下

折 曲 げ 図 （ 余 長 ） Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ｂ ,Ｓ Ｄ ３ ４ ５

Ｄ １ ９

（ ２ ） 煙 突 の 鉄 筋 （ 壁 の 一 部 と な る 場 合 を 含 む ）

柱 頭 の 四 隅 部 は

鉄 筋 の

（ ａ ） 鉄 筋 の 重 ね 継 手

表 4.1　 鉄 筋 の 重 ね 継 手 の 長 さ

Ｓ Ｄ ３ ９ ０

角   度

フ ッ ク を 付 け る 。

折 曲 げ

75

図 4.1　 フ ッ ク あ り の 場 合 の 重 ね 継 手 の 長 さ

の 場 合

重 ね 継 手 の 長 さ の う ち 大 き い 値 と す る 。

ａ ＝ 0.5Ｌ

（ ｂ ） 鉄 筋 の 定 着

ａ ＝ 0.5Ｌ

３ ． 鉄 筋 の 重 ね 継 手 の 長 さ は 、 フ ッ ク あ り な し に か か わ ら ず ４ ０ ｄ 以 上 と 表 4.1の

ａ

ａ ａ

フ ッ ク な し

Ｌ

1h

ａ ａ Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ ≧ 0.5Ｌ

ａ ≧ 400mm

ａ

鉄 筋 の

（ １ ） 鉄 筋 の 定 着 の 長 さ は 、 表 4.3及 び 図 4.2に よ る 。

設 計 基 準 強 度

ａ ≧ 0.5Ｌ

種 　 類

ｂ

Ｌ

表 4.3　 鉄 筋 の 定 着 の 長 さ

の 場 合

小 梁
Ｌ

コ ン ク リ ー ト の

ス ラ ブス ラ ブ

直 線 定 着 の 長 さ フ ッ ク あ り 定 着 の 長 さ

ＬＬ
小 梁

SD295A

SD295B

SD345

SD390

－

定 着 起 点 定 着 起 点

－

－

フ ッ ク あ り 定 着 の 長 さ

図 4.2　 直 線 定 着 の 長 さ  及 び  フ ッ ク あ り 定 着 の 長 さ

直 線 定 着 の 長 さ

▽ ▽

50径

建 築

SD390

175125 150

径

区 分

40d

35d

50d

45d

40d

30d

40d

35d

30， 33， 36

30d

25d

25d

50d

45d

30， 33， 36

50d

45d

35d

35d

45d

40d

35d

30d

25d

35d

40d

24， 27

30， 33， 36

21

1h

35d

35d

1

Ｌ

1h

２ ． フ ッ ク あ り の 場 合 の Ｌ   は 、 図 4.1に 示 す よ う に フ ッ ク 部 分 　 　 を 含 ま な い 。

1

30d

Ｌ

1

Ｌ

1h 1h

1 1h

1

1

1

圧

接

継

手

 カ ッ プ ラ ー

重

ね

継

手

機

械

式

継

手

溶

接

継

手

Ｆ ｃ （ Ｎ /ｍ ｍ 2 ）
1 2

Ｌ3

 圧 接 継 手 ・ 溶 接 継 手

Ｌ

18

1h
3h

2h

21

24， 27

30， 33， 36

18

21

1h

35d

40d

45d

45d

50d

30d

35d

30d

35d

35d24， 27

30d

35d

35d

40d

40d

21

30， 33， 36

30， 33， 36

30d

24， 27

30d

30d

30d

30d

40d

1h

1

25d

35d

25d

40d

25d

25d

25d

25d

35d

35d

35d

20d

30d

20d

24， 27

3h
2 3 Ｌ   、 Ｌ   又 は Ｌ1h 2h

20d

30d

30d

25d

10d

1Ｌ  、 Ｌ  又 は Ｌ

18

図 3.1　 末 端 部 に フ ッ ク を 必 要 と す る 出 隅 部 の 鉄 筋 （ 　 　 　 印 ）

24， 27

18

21

21

ｽﾗﾌﾞの

（ ３ ） 杭 基 礎 の ベ ー ス 筋

150mm

(片 持

10d

（ ４ ） 帯 筋 、 あ ば ら 筋 及 び 幅 止 め 筋

25d ）

場 合 は

(片 持

20d

小 梁 の
場 合 は

25d ）

か つ

以 上

鉄 筋 の 折 曲 げ 内 法 直 径 は 、 表 2.1を 標 準 と す る 。

表 2.1　 鉄 筋 の 折 曲 げ 内 法 直 径

折 曲 げ 内 法 直 径 (D)

Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ

（ ３ ） 隣 り 合 う 継 手 の 位 置 は 、 表 4.2に よ る 。

た だ し 、 壁 の 場 合 及 び ス ラ ブ 筋 で Ｄ １ ６ 以 下 の 場 合 は 除 く 。

表 4.2　 隣 り 合 う 継 手 の 位 置

Ｌ

1h

1h

Ｌフ ッ ク あ り

ⅰ .

1.3 用 語 の 定 義

(１ )設 計 図 と は 、 建 築 構 造 図 の う ち 特 記 仕 様 書 、 構 造 関 係 共 通 図 以 外 の 図 面 を い う 。

(２ )異 形 鉄 筋 の 径 (本 文 、 図 、 表 に お い て 「 ｄ 」 で 示 す )は 、 呼 び 名 に 用 い た 数 値 と す る 。

(３ )長 さ 、 厚 さ 等 の 単 位 は 、 特 記 な き 限 り mmと す る 。

図 面 で 使 用 す る 記 号 等 は 表 1.1～ 表 1.3を 標 準 と す る 。

構 造 関 係 共 通 図 （ 配 筋 標 準 図 、 特 記 事 項 ）

設 計 図

ⅱ .

ス ラ ブ の 配 筋 種 別

ス ラ ブ 厚 さ

階 段 の 配 筋 種 別

土 間 コ ン ク リ ー ト

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 壁 （ Ｃ Ｂ 壁 ）

1.2 優 先 順 位

(１ )設 計 図 書 間 で 配 筋 方 法 等 に 相 違 が あ る 場 合 の 優 先 順 位 は 以 下 の 通 り と す る 。

に お け る 鉄 筋 の 加 工 、 組 立 等 の 一 般 的 な 標 準 図 と す る 。

(１)構造関係共通図(配筋標準図、特記事項)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等

(２)構造関係共通図(配筋標準図、特記事項)以外については、図面及び監督職員の指示による。

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年版)」

２ ． ９ ０ ° 未 満 の 折 曲 げ の 内 法 直 径 は 特 記 に よ る 。

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余

次 の 部 分 に 使 用 す る 異 形 鉄 筋 の 末 端 部 に は フ ッ ク を 付 け る 。

（ １ ） 径 が 異 な る 鉄 筋 の 重 ね 継 手 の 長 さ は 、 細 い 鉄 筋 の 径 に よ る 。

（ 注 ） １ ． Ｌ 　 ,Ｌ   ： フ ッ ク な し 重 ね 継 手 の 長 さ 及 び フ ッ ク あ り 重 ね 継 手 の 長 さ 。

ａ ≧ 400mm、 か つ 、 a≧ (b+40)mm

（注）１．Ｌ ，Ｌ  ：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。1 1h

2 2h２．Ｌ ，Ｌ  ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける

小梁は除く。

４．Ｌ  ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

５．フックあり定着の場合は、図4.2に示すようにフック部分　  を含まない。また、中間部での折

曲げは行わない。

６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、打

増し厚さを含まない。

７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

3

3h

2

Ｌ

20d（余長）

15d（余長） 継手長さ

余長
余長

20d（余長）

継手長さ

余長
余長

Ｌ2

二段筋

印は、継手及び余長を示す。

15d（余長）

規定する定着長さ

20d

15d

20d

15d

20d

15d

20d

20d

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ

Ｌ

Ｌ2

柱，梁，スラブ，壁

柱，梁，耐力壁

煙突等高熱を受ける部分

基礎，擁壁，耐圧スラブ

末端部

添巻き

中間部

図4.5　スパイラル筋の継手及び定着

1.5巻

以上の

（３）溶接金網の継手及び定着は、図4.4による。

　　　なお、Ｌ　及びＬ　は表4.3の（注）による。

（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

図4.4　溶接金網の継手及び定着

定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

Ｌ

重ね継手

（柱頭又は柱脚部） （重ね継手）

≧6d≧6d

5
0
d

 鉄筋

Ｌ

 鉄筋

ない部分

土に接す

る部分

スラブ，

耐力壁以外の壁

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図4.5による

表5.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

仕上げあり

屋内
仕上げあり

擁壁，耐圧スラブ

仕上げなし

構造部分の種別

するように最小かぶり厚さを定める。

土に接し

屋外

最小かぶり厚さ

い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

SD390

１節半以上、かつ、150mm以上

SD345

２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。

（注）１．Ｌ ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

厚さを含まない。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

＊

20d

≧100

※１ 4.1(b)(1)(注)7に

図6.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

：継手位置

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

柱

（ａ）一般事項

Ｌ

余長

Ｌ

図6.1　梁筋の基礎梁内への定着

Ｌ

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

印は、継手及び余長を示す。

 ガス圧接を例で示す

Ｌ

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．

：継手位置

継手長さ

Ｌ

Ｌ

余長
余長

Ｌ

ガス圧接を例で示す

図6.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

継手長さ 15d（余長）

余長

Ｌ

梁Ｌ梁

30，33，36

21

30，33，36

24，27

18

24，27

21

0

0

 /4

※２

※２

0

0 /4

aＬ
※２

※２
a

※１

≧6d

2

≧6d

30

20

a

3

15d

3

b

30

20d

d

20d

20d

20d

d

50d

１節半以上、かつ、150mm以上

dd

2

Ｌ2Ｌ2

２．

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

0

0 0 /2

※１

 /4  /4

a

30

40

30

＊

40

60

60

2

※１

2

a

2

※１

※２

2

0

a

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

※１

※２

2

※１

40

５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。

４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

※１

a

 /2

a

※１

 /2

 /400

a

0
※１

 /4
※２

0 /2 0 /4
※２

0

 /40 0

表4.4　鉄筋の投影定着の長さ

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）

18

21

24，27

30，33，36

SD295B

SD295A

種  類

鉄筋の
ａ

20d

Ｌ

15d

15d

15d 15d

15d

15d

15d

Ｌb

間隔

Ｄ あき Ｄ
Ｄは、鉄筋の最大外径

図5.1　鉄筋相互のあき

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表5.1による。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。

（ⅱ）余長は８ｄ以上

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長

（ⅰ）全長は表4.3に示す直線定着の長さ以上

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）

柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

Ｌ
余長

小梁及びスラブの上端筋の

余長

図4.3　折曲げ定着の方法

Ｌ 又はＬ

a

Ｌb

21 Ｌ 又はＬ1 2

（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図4.3によ

（ⅲ）仕口面から鉄筋面外までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし、梁主筋の

（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図5.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異な

る場合には、図6.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、8.1(b)(4)による。

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.2による。

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.3による。

ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

6.1　基礎梁

5.1 最小かぶり厚さ

1.1 総則

3.1 異形鉄筋の末端部

2.1 鉄筋の加工

構造関係共通図 （配筋標準図）

4.1 継手及び定着

製　図

号

１ 級 建 築 士 登 録 　 第 285024号 伊五澤　和宣

有 限

会 社

検　図

配筋標準図　ＮＯ１

１ 級 建 築 士 事 務 所

番
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図 7.2　 帯 筋 組 立 の 形

（ ａ ） 一 般 事 項
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注 ） 溶 接 は ､鉄 筋 の 組 立 前 に 行 う 。

（ イ ）
余 長

Ｌ

継 手 長 さ

Ｌ

余 長

Ｌ

（ ロ ）

Ｄ
（ ロ ）

余 長

≧ 150

継 手 定 着

（ 注 ） １ ． 柱 の 四 隅 に あ る 主 筋 で 、 重 ね 継 手 の 場 合 及 び 最 上 階 の 柱 頭 に あ る

場 合 に は 、 フ ッ ク を 付 け る 。

２ ． 隣 り 合 う 継 手 の 位 置 は 、 表 4.2［ 隣 り 合 う 継 手 の 位 置 ］ に よ る 。

３ ． 継 手 及 び 定 着 は 、 す べ て の 階 に 適 用 で き る 。

図 7.1　 柱 主 筋 の 継 手 、 定 着 及 び 余 長
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（ ６ ） 段 違 い 梁 は 、 図 8.2に よ る 。

（ ａ ） 一 般 事 項

（ １ ） あ ば ら 筋 の 径 お よ び 間 隔 は 、 構 造 図 に よ る 。

こ と が で き る 。
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図 8.3　 大 梁 の 重 ね 継 手 、 定 着 及 び 余 長
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（ 注 ） １ ． 梁 主 筋 の 重 ね 継 手 が 、 梁 の 出 隅 及 び 下 端 の 両 端 に あ る 場 合 （ 基 礎 梁 を 除 く ）
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帯 筋 は ， 一 般 の 帯 筋 よ り １ サ イ ズ
太 い 鉄 筋 又 は 同 径 の も の を ２ 本 重

ね た も の と す る 。

図 8.1　 梁 主 筋 の 梁 内 定 着
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な お 、 定 着 の 方 法 は 4.1(b)(2)に よ る 。
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図 6.4　 主 筋 の 継 手 、 定 着 及 び 余 長 （ そ の ３ ）

印 は 、 継 手 及 び 余 長 を 示 す 。
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（ 注 ） １ ． 図 示 の な い 事 項 は 、 8.1に よ る 。
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図 7.3　 帯 筋 の 割 付 け
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（ ｃ ） あ ば ら 筋 の 割 付 け

（ 注 ） １ ． あ ば ら 筋 は 、 柱 面 の 位 置 か ら 割 り 付 け る 。

Ｄ

図 8.5　 あ ば ら 筋 組 立 の 形
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図 8.6　 あ ば ら 筋 の 割 付 け （ そ の １ ）
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（ ２ ） 間 隔 が 一 様 で ハ ン チ の あ る 場 合 は 、 図 8.7に よ る 。

（ １ ） 間 隔 が 一 様 で ハ ン チ の な い 場 合 は 、 図 8.6に よ る 。
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（ 注 ） １ ． あ ば ら 筋 は 、 柱 面 の 位 置 か ら 割 り 付 け る 。

図 8.7　 あ ば ら 筋 の 割 付 け （ そ の ２ ）

２ ． 図 中 の P＠ は 、 特 記 さ れ た あ ば ら 筋 の 間 隔 を 示 す 。

（ ３ ） 梁 の 端 部 で 間 隔 の 異 な る 場 合 は 、 図 8.8に よ る 。

（ 注 ） １ ． あ ば ら 筋 は 、 柱 面 の 位 置 か ら 割 り 付 け る 。

図 8.8　 あ ば ら 筋 の 割 付 け （ そ の ３ ）
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（ １ ） 連 続 小 梁 の 場 合 は 、 図 8.10に よ る 。
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図 6.5　 あ ば ら 筋 組 立 の 形 及 び フ ッ ク の 位 置
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図 8.10　 小 梁 主 筋 の 継 手 、 定 着 及 び 余 長 （ そ の １ ）
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（ ａ ） 片 持 梁 主 筋 の 定 着 及 び 余 長

先 端 小 梁

（ １ ） 先 端 に 小 梁 の な い 場 合 は 、 図 8.12に よ る 。

（ ｃ ） あ ば ら 筋 は 、 8.2に よ る 。
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片 持 梁

図 8.13　 片 持 梁 主 筋 の 定 着

（ 注 ） １ ． 図 示 の な い 場 合 は 、 （ １ ） に よ る 。
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※ １  Ｌ ａ の 数 値 は 原 則 と し て 柱 せ い の ３ ／ ４ 倍 以 上 と す る

（ 注 ） １ ． 図 示 の な い 事 項 は 、 8.1に よ る 。

図 8.12　 片 持 梁 主 筋 の 定 着 及 び 余 長

（ ２ ） 先 端 に 小 梁 が あ る 場 合 は 、 図 7.13に よ る 。

印 は 、 余 長 を 示 す 。

（ 注 ） １ ． 図 示 の な い 事 項 は 、 6.1及 び 8.1に 準 ず る 。

図 8.11　 小 梁 主 筋 の 継 手 、 定 着 及 び 余 長 （ そ の ２ ）
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（ ５ ） 梁 に ハ ン チ を つ け る 場 合 、 そ の 傾 斜 は 構 造 図 に よ る 。

/4を 加 え た 範 囲 以 内

2 /3

20d(余 長 )20d(余 長 )

15d

０

※ １

約 45゜

２ ．

15d(余 長 )

打 増 し 部 分 を 含 ま な い 。

０

15d(余 長 )

２

０

（ ｂ ） 腹 筋 及 び 幅 止 め 筋 は 、 8.2に よ る 。 た だ し 、 梁 せ い が 1.5m以 上 の 場 合 は 構 造 図 に よ る 。

（ ｃ ） あ ば ら 筋 の 割 付 け は 、 8.2(c)に よ る 。

（ ｄ ） 連 続 基 礎 及 び べ た 基 礎 の 場 合 の 主 筋 の 継 手 、 定 着 及 び 余 長 は 、 図 6.4に よ る 。

（ ａ ） 帯 筋 の 種 類 及 び 間 隔 は 、 構 造 図 に よ る 。

（ ｂ ） 帯 筋 組 立 の 形 は 図 7.2に よ り 、 適 用 は 構 造 図 に よ る 。

（ １ ） Ｈ 形 の 135° 曲 げ の フ ッ ク が 困 難 な 場 合 は 、 Ｗ － Ⅰ 形 と す る 。

（ ｃ ） フ ッ ク 及 び 継 手 の 位 置 は 交 互 と す る 。

（ ｄ ） 帯 筋 の 割 付 け は 図 7.3と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は 構 造 図 に よ る 。

（ ２ ） 継 手 、 定 着 及 び 余 長 は 、 図 7.1に よ る 。

（ ２ ） あ ば ら 筋 組 立 の 形 及 び フ ッ ク の 位 置 は 、 8.2(b)に よ る 。

ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図6.5による

（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

（ １ ） 梁 の 上 が り 下 が り は  FLを 基 準 と し た 寸 法 値 と す る 。

（ ２ ） 地 中 梁 下 の 砂 利 地 業 厚 及 び 捨 て コ ン ク リ ー ト 地 業 厚 は 構 造 図 に よ る 。

（ ｂ ） 大 梁 主 筋 の 継 手 及 び 定 着 の 一 般 事 項

（ ２ ） 継 手 中 央 部 の 位 置 、 定 着 長 さ 及 び 余 長 は 図 8.3及 び 図 8.4に よ る 。

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異な

る場合には、図8.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（ ３ ） Ｓ Ｐ 形 に お い て 、 柱 頭 及 び 柱 脚 の 端 部 は 1.5巻 以 上 の 添 巻 き 行 う 。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

（ ｃ ） ハ ン チ の な い 場 合 の 重 ね 継 手 、 定 着 及 び 余 長 は 、 図 8.3に よ る 。

（３）打増し部分にスラブ、壁、梁金等が取付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、

（ ２ ） 腹 筋 に 継 手 を 設 け る 場 合 の 継 手 長 さ は 、 150mm程 度 と し 、 定 着 長 さ は 図 8.6に よ る 。

（ ３ ） 幅 止 め 筋 及 び 受 け 用 幅 止 め 筋 は 、 D10-1,000＠ 程 度 と す る 。

（ ｂ ） あ ば ら 筋 組 立 の 形 及 び フ ッ ク の 位 置

　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

（ ｂ ） 単 独 小 梁 の 場 合 は 、 図 8.11に よ る 。

（ ｄ ） ハ ン チ の あ る 場 合 の 定 着 及 び 余 長 は 、 図 8.4に よ る 。
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7.1　柱

6.2　基礎梁のあばら筋等
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8.4　片持梁
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同 　 上

全 域

同 　 上

短 辺 方 向

短 辺 方 向 （ 主 筋 ）

大 梁
長

辺
方

向

同 　 上

同 　 上

長 辺 方 向 （ 配 力 筋 ）

（ 注 ） 上 端 筋 ， 下 端 筋 と も 同 一 配 筋 と す る 。

表 10.1　 Ｓ 形 基 準 配 筋

構 造 図 に よ る 。

図 9.3　 壁 開 口 部 補 強 筋 の 定 着 長 さ

Ｌ

配 筋 配 筋

全 域

 短 辺 方 向 （ 主 筋 ）

種 別

 短 辺 方 向 （ 主 筋 ）

種 別

 長 辺 方 向 （ 配 力 筋 ）

全 域

余 長
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Ｌ
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Ｌ 余 長

Ｌ

（ イ ）

余 長
受 け 筋

Ｌ

Ｌ

（ ハ ）（ ロ ）

受 け 筋

一 般 ス ラ ブ の 場 合

柱柱

図 10.1　 ス ラ ブ の 配 筋

柱柱

小
梁

大
梁

Ｌ

余 長

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

受 け 筋

図 10.2　 ス ラ ブ 筋 の 定 着 長 さ 及 び 受 け 筋 （ そ の １ ）

表 9.1　 壁 の 基 準 配 筋

縦 筋 及 び 横 筋種 別

Ｌ

図 9.1　 壁 の 配 筋

縦 筋

断 面 図 （ mm）

主 筋 位 置

横 筋

縦 筋

横 筋

(注 )　 壁 筋 の 配 筋 順 序 は 、 規 定 し な い 。

種 別

表 9.2　 片 持 ス ラ ブ 形 階 段 を 受 け る 壁 の 基 準 配 筋

柱

（ ａ ） 一 般 事 項

梁

（ 注 ） 図 中 の P＠ は 、 特 記 さ れ た 壁 筋 の 間 隔 を 示 す 。

垂 れ 壁 の あ る 場 合

主 筋 位 置

垂 れ 壁 の な い 場 合

≦ P＠

≦ P＠

主 筋 位 置

≦ P＠

P＠

≦ P＠

P＠

梁

主 筋 位 置

縦 横

補 強 筋

表 9.4　 壁 開 口 部 補 強 筋 （ Ｂ 形 ）

斜 め

な お 、 耐 震 壁 の 補 強 筋 は 、 構 造 図 に よ る 。

壁 の 種 別

表 9.3　 壁 開 口 部 補 強 筋 （ Ａ 形 ）

壁 の 種 別

開 口

（ ２ ） 壁 開 口 部 補 強 の 定 着 長 さ は 、 図 9.3に よ る 。

Ｌ

Ｌ

縦 横

補 強 筋

斜 め

継 手  Ｌ

(注 )　 縦 筋 は ， 横 筋 の 外 側 に 配 筋 す る 。

Ｌ

Ｌ

断 面 図 （ mm）縦 筋 及 び 横 筋
階 段 の 配 筋

種 別 (表 11.1)

Ｌ

図 9.2　 壁 の 交 差 部 及 び 端 部 の 配 筋

※ 　 耐 震 壁 の 重 ね 継 手 長 さ は 、 4.1(a)(2)(注 )3に 規 定 す る 継 手 長 さ

（ ａ ） 壁 開 口 部 の 補 強

交 差 部 （ 水 平 断 面 ）

Ｌ

外 壁 の 端 部 （ 垂 直 及 び 水 平 断 面 ）端 部 （ 垂 直 及 び 水 平 断 面 ）

（ ａ ） ス ラ ブ 開 口 部 の 補 強

ｎ

Ｌ

出 隅 受 け 部 配 筋出 隅 部 分 補 強 配 筋

図 10.7　 片 持 ち ス ラ ブ 出 隅 部 の 補 強 配 筋

Ｌ

図 10.8　 ス ラ ブ 開 口 部 の 補 強 配 筋

(

( ２

ｎ
２

補 強 筋 の 定 着

Ｌ

Ｌ

出 隅 部 分 の 補 強 筋

（ ii） 出 隅 受 け 部 分 （ 図 10.7の 斜 線 部 分 ） の 補 強 筋 は 構 造 図 に よ る 。

（ i）  補 強 の 配 筋 は 構 造 図 に よ り 、 配 筋 方 法 は 、 図 10.7に よ る 。

出 隅 部

一 般 ス ラ ブ 配 力 筋

(注 ) と す る≧

又 は 梁 に Ｌ  定 着 す る 。
2． 出 隅 受 け 部 配 筋 は 柱

と す る≧ (注 )1.

出 隅 受 け 部

Ｌ

土 間 コ ン ク リ ー ト 補 強 筋

ＬＬ

（ ｄ ） 土 間 コ ン ク リ ー ト の 補 強

図 10.10　 打 継 ぎ 補 強 配 筋

ａ ＞ ３ ０ ０ の 場 合 は 特 記 に よ る 。

土 間 コ ン ク リ ー ト

図 10.11　 土 間 コ ン ク リ ー ト と 基 礎 梁 と の 接 合 部 配 筋

表 11.1　 片 持 ス ラ ブ 形 階 段 の 基 準 配 筋

び 間 隔 に 合 わ せ る

補 強 筋 の 鉄 筋 径 及

端 部中 間 部

（ ｃ ） 土 間 ス ラ ブ の 打 継 ぎ 補 強

ａ ＞ ３ ０ ０ の 場 合 は 特 記 に よ る 。

を 避 け て 配 筋 で き る 場 合 は 、 補 強 を 省 略 す る こ と が で き る 。

図 10.9　 出 隅 及 び 入 隅 部 の 補 強 配 筋

Ｌ

同 材 質 ， 同 間 隔

端 部

（ 注 ） ａ ≦ 300の 場 合
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（ 段 差 な し ）

先 端 部 補 強 筋

受 け 筋
主 筋
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表 10.2　 Ｃ Ｓ 形 基 準 配 筋

主 筋配 筋 種 別

図 10.3　 ス ラ ブ 筋 の 定 着 長 さ 及 び 受 け 筋 （ そ の ２ ）
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Ｌ

（ ２ ） 先 端 に 壁 が 付 く 場 合 の 配 筋 は 、 図 10.6に よ る 。

図 10.5　 片 持 ス ラ ブ の 配 筋 （ Ｃ Ｓ ６ 及 び Ｃ Ｓ ７ ）

の 径 及 び 間 隔

Ｌ

先
端

壁
厚

以
上

（ ３ ） 出 隅 部

図 10.6　 先 端 に 壁 が 付 く 場 合 の 配 筋

Ｌ
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1
0
0
以

下
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Ｌ
主 筋

（ 段 差 な し ）

先 端 部 補 強 筋

（ 段 差 あ り ）

受 け 筋  D13

図 10.4　 片 持 ス ラ ブ の 配 筋 （ Ｃ Ｓ １ か ら Ｃ Ｓ ５ ）

Ｌ

先 端 部 補 強 筋

Ｌ

Ｌ

（ 段 差 あ り ）

 受 け 筋  D13

配 力 筋

主 筋

配 力 筋

（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。

（ ２ ） 幅 止 め 筋 は 、 縦 横 と も D10-1,000＠ 程 度 と す る 。

（３）打増し部分に壁及びｽﾗﾌﾞ等が取付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。

（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表9.3、Ｂ形は表9.4とし、適用は13.3(b)(1)による。

（ ｂ ） 壁 の 基 準 配 筋 は 表 9.1に よ り 、 種 別 は 構 造 図 に よ る 。

（ ｃ ） 片 持 ス ラ ブ 形 階 段 を 受 け る 壁 の 基 準 配 筋 は 表 9.2に よ り 、 種 別 は 構 造 図 に よ る 。

（ d） 土 圧 を 受 け る 壁 の 配 筋 は 、 構 造 図 に よ る 。

（ e） 壁 の 交 差 部 及 び 端 部 の 配 筋 は 、 図 9.2に よ る 。

（ ｂ ） コ ン セ ン ト ボ ッ ク ス 等 を 壁 に 埋 め 込 む 場 合 の 補 強 は 、 13.3(b)(3)に よ る 。

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。

（３）土間コンクリート補強筋(S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。

（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表10.1及び図10.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、

（ ５ ） 配 筋 の 割 付 け は 、 中 央 か ら 行 い 、 端 部 は 定 め ら れ た 間 隔 以 下 と す る 。

（ ６ ） 鉄 筋 の 重 ね 継 手 長 さ は 、 Ｌ 　 と す る 。

（ ７ ） 定 着 長 さ 及 び 受 け 筋 は 、 図 10.2に よ る 。

た だ し 、 引 き 通 す こ と が で き な い 場 合 は 、 図 10.3に よ り 梁 内 に 定 着 す る 。

（ １ ） 片 持 ス ラ ブ の 基 準 配 筋 （ Ｃ Ｓ 形 基 準 配 筋 ） は 、 表 10.2並 び に 図 10.4及 び 図 10.5に よ り 、 配 筋 種 別 及 び

片 持 ス ラ ブ の 配 筋 は 、 次 に よ る 。

（ 注 ） １ ． 先 端 の 折 り 曲 げ 長 さ Ｌ は 、 ス ラ ブ 厚 さ よ り か ぶ り 厚 さ を 除 い た 長 さ と す る 。

ス ラ ブ 開 口 部 の 補 強 は 、 特 記 に よ る 。

（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図10.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

（ｂ）屋根スラブの補強

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図10.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図10.10による。

た だ し 、 土 間 ス ラ ブ と は 、 土 に 接 す る ス ラ ブ で Ｓ 形 の 配 筋 に よ る も の を い う 。

（ 注 ） １ ． 壁 配 筋 は 、 9.1（ ｃ ） に よ る 。

３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表4.3

２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図10.11による。

片持スラブ形階段の基準配筋は、表11.1及び図11.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

10.1　スラブ

9.1　壁 9.2　壁の補強

10.3　スラブ等の補強

11.1　片持スラブ形階段

10.2　片持スラブ
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Ｄ /2

２

は 、 一 般 部 分 の あ ば ら 筋 を 示 す 。

KB1

は 、 一 般 部 分 の あ ば ら 筋 を 示 す 。

図 12.7　 パ ラ ペ ッ ト の 配 筋

は 、 一 般 部 分 の あ ば ら 筋 を 示 す 。

KB5

KB6

KB4

KB2

KB3

先 端 補 強 筋

パ ラ ペ ッ ト 配 筋

12.3　 パ ラ ペ ッ ト

コ ン ク リ ー ト の 厚 さ

図 12.6　 壁 付 き 土 間 コ ン ク リ ー ト の 補 強 配 筋

先 端 補 強 筋

先 端 補 強 筋

（ 構 造 図 に よ る ）
（ 構 造 図 に よ る ）

パ ラ ペ ッ ト 配 筋
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コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 帳 壁

あ ば ら 筋

下 縦 筋

上 縦 筋

縦 筋

横 筋

縦 筋

下 縦 筋

斜 め 筋

横 筋

斜 め 筋

あ ば ら 筋

余 長
か ぶ り

突 き 合 せ 溶 接

か ぶ り

Ｈ 形

リ ン グ 筋

貫 通 孔 外 径

上 縦 筋

縦 筋

突 出 し

縦 筋

Ｌ

あ ば ら 筋

突 出 し
斜 め 筋

余 長Ｌ

t

Ｌ
Ｌ

t

表 11.2　 二 辺 固 定 ス ラ ブ 形 基 準 配 筋

余 長

t

余 長

構 造 図 に よ る 。

上 端 筋 、 下 端 筋 と も （ 全 域 ）配 筋 種 別

斜 め 筋

Ｌ

図 11.3　 二 辺 固 定 ス ラ ブ 形 階 段 配 筋 （ そ の ２ ）

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

図 11.2　 二 辺 固 定 ス ラ ブ 形 階 段 配 筋 （ そ の １ ）

t

（ 注 ） 下 図 の 場 合 に も 二 辺 固 定 ス ラ ブ 形 階 段 配 筋 を 準 用 す る 。

余 長 Ｌ

余 長

表 12.2　 M形 配 筋

配 筋 種 別

な し

（ 注 ）

配 筋 図

な し

縦 筋 溶 接 金 網

横 筋縦 筋 配 筋 図上 下 縦 筋

な し

な し

斜 め 筋配 筋 種 別

（ 注 ）

（ ａ ） 控 壁 は 、 次 に よ る 。

（ １ ） 控 壁 の 配 置 は 、 構 造 図 に よ る 。

（ 注 ）

12.2　 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 帳 壁 と の 取 合 い

図 12.5　 控 壁 の 配 筋 （ 水 平 、 垂 直 と も ）

（ ２ ） 配 筋 は 、 図 12.5に よ る 。

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 帳 壁

斜 め 筋 縦 筋

表 12.3　 MH形 配 筋

配 筋 種 別

な し

な し

溶 接 金 網 配 筋 図

柱

大 梁
Ｄ

柱

Ｄ

柱

（ 小 梁 の な い 場 合 ）

小 梁

溶 接 金 網

あ ば ら 筋

突 出 し

リ ン グ 筋

図 12.1　 梁 貫 通 孔 補 強 筋 の 名 称 等

溶 接 金 網

Ｄ

Ｍ Ｈ 形 及 び Ｍ 形

柱

45゜ 45゜

Ｌ

図 12.3　 補 強 筋 の 定 着 長 さ

表 12.1　 H形 配 筋

Ｄ

図 12.4 他 の 開 孔 を 設 け な い 範 囲

（ 注 ） １ ． 梁 貫 通 孔 の へ り あ き 寸 法 ｄ は 下 記 に よ る

･ ･ ･ ･

大 梁

（ 小 梁 の あ る 場 合 ）

図 12.2 梁 貫 通 孔 の 設 置 範 囲

Ｌ

･ ･ ･ ･

： 梁 貫 通 孔 を 設 置 出 来 る 範 囲

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表11.2並びに図11.2及び図11.3により、寸法及び配筋種別は、

設 け な い こ と と す る 。

な お 、 リ ン グ 節 は 、 溶 接 金 網 に ４ 箇 所 以 上 溶 接 す る 。

口 部 を 避 け て 配 筋 で き る 場 合 は 、 補 強 を 省 略 す る こ と が で き る 。

く が 、 そ の 場 合 の 範 囲 は 特 記 に よ る 。

(２ )  孔 の 径 は 、 梁 せ い の 1/3以 下 と す る 。

(１ )  梁 貫 通 孔 補 強 筋 の 名 称 等 は 、 図 12.1に よ る 。

（ ａ ） 梁 貫 通 孔 は 、 次 に よ る 。

(３ )  孔 の 上 下 方 向 の 位 置 は 図 12.2に よ る 。

(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除

(５ )  孔 が 並 列 す る 場 合 の 中 心 間 隔 は 、 孔 の 径 の 平 均 値 の ３ 倍 以 上 と す る 。

(６ )  縦 筋 及 び 上 下 縦 筋 は 、 あ ば ら 筋 の 形 に 配 筋 す る 。

(７ )  補 強 筋 は 、 主 筋 の 内 側 と す る 。 ま た 、 鉄 筋 の 定 着 長 さ は 、 図 12.3に よ る 。

(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開

(９ )  溶 接 金 網 の 余 長 は 1格 子 以 上 と し 、 突 出 し は 10mm以 上 と す る 。

(10)  溶 接 金 網 の 貫 通 孔 部 分 に は 、 鉄 筋  1-13φ の リ ン グ 筋 を 取 り 付 け る 。

(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(12)  貫通孔の位置は図12.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を

（ ｂ ） 帳 壁 が 土 間 コ ン ク リ ー ト 上 に 設 置 さ れ る 場 合 の 補 強 は 、 図 12.6に よ る 。

パラペットの先端補強筋は、図12.7による。尚、コンクリート厚さ及びパラペット配筋は構造図による。

（ ｂ ） 梁 貫 通 孔 の 補 強 形 式 は 表 12.1～ 表 12.3に よ り 、 配 筋 種 別 は 構 造 図 に よ る 。11.2　二辺固定スラブ形階段 12.1　梁貫通孔

NO SCALE

区分

枚ノ内
番

盛 岡 市 み た け 四 丁 目 ８ 番 ４ ０ 号 　 Ｔ Ｅ Ｌ  019-(641)-5755

図面内容
面
図縮尺

特記

号

１ 級 建 築 士 登 録 　 第 285024号

製　図

伊五澤　和宣

配筋標準図　ＮＯ４

１ 級 建 築 士 事 務 所

有 限

会 社

検　図 一級建築士　登録第285024号　　伊五澤　和宣

工事名
Ｓ５

盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事

S23

建 築 構 造

伊 五 沢 設 計



土 に 接 す る 部 分

Ｌ
壁 厚

ｂ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｂ

45°

ｈ
ｈ

45°

ｈ
ｈ

Ｌ

Ｌ

ｂ

Ｌ

Ｌ

ｈ ｈ

Ｌ
２

Ｌ  か つ 柱 中 心 線 を 越 え る150以 上 ２

150

1
0
0

２Ｌ

Ｌ

２

Ｌ

２

Ｌ

Ｌ

Ｌ

数 量 開 口 寸 法壁 　 厚壁 記 号階

（ ａ ） ス ラ ブ 開 口 補 強 （ 図 示 以 外 ）

設 備 工 事 に 伴 う 、 ス ラ ブ の 開 口 補 強 は 下 記 に よ る 。 補 強 筋 は 特 記 に よ る 。 特 記 が な け れ ば 、

１ ３ ． ８ 　 床 開 口 補 強 リ ス ト

備 　 考

構 造 関 係 共 通 図 　 表 ９ ． ３ ， 表 ９ ． ４ 及 び 図 ９ ． ３ に よ る 。

つ ば 付 き 鋼 管 （ 黒 管 ）硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 （ 薄 肉 管 ）

記 号 （ 建 築 用 ）

備 　 考

SP（ 白 管 ）

１ ３ ． ７ 　 壁 開 口 補 強 リ ス ト

（ ａ ） 壁 開 口 補 強 （ 図 示 以 外 ）

管 　 名 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 版鋼 　 管

設 備 工 事 に 伴 う 、 壁 の 開 口 補 強 は 下 記 に よ る 。 補 強 筋 は 特 記 に よ る 。 特 記 が な け れ ば 、

一 般 室

Ｃ Ｂ 厚

（ １ ） 土 間 コ ン ク リ ー ト ・ 土 間 ス ラ ブ 下

１ ３ ． １ 　 地 業

Ｌ

Ｌ

Ｌ
 
か

つ
梁

中
心

線
を

越
え

る

Ｈ 又 は Ｗ の 最 大 値

Ｌ

ス ラ ブ 厚 数 量ス ラ ブ 記 号

構 造 関 係 共 通 図 　 図 １ ０ ． ８ に よ る 。

階

７ ０ ＜ ｈ ≦ ２ ０ ０

７ ０ ＜ ｈ ≦ ２ ０ ０

ｈ ≦ ７ ０

開  口  寸  法 備 　 考

1
0
0

２

150
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２

180

Ｌ ｏ ≦ 2,000  Ｌ ｏ ： 短 辺 方 向 の 内 法 長 さ

２

3
5
=
1
0
+
2
5

1
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1 0
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150２

1
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Ｌ ｏ ≦ 2,000

２

RS

土

間

コ

ン

ク

リー

ト

VU

表 13.1　 ス リ ー ブ 材 質 の 凡 例 　

GA

５
０

２ ０ ０ ＜ ｈ ≦ 400の 場 合

６
０

土

間

ス

ラ

ブ

５
０

（ ２ ） Ｃ Ｂ の 積 み 高 さ 又 は 積 み 幅 は 下 表 の 値 と し 、 そ の 上 又 は 下 に 同 じ 厚 さ の Ｒ Ｃ 壁 若 し く は そ の 両 端 に

（ ３ ） Ｃ Ｂ は 垂 れ 壁 ・ 腰 壁 又 は 帳 壁 に 定 着 す る 。 特 記 が な け れ ば Ａ 型 （ 垂 れ 壁 ・ 立 ち 上 が り 壁 ） と す る 。

（ １ ） 特 記 な き Ｃ Ｂ は 厚 さ １ ２ ０ ｍ ｍ と す る 。

２

ｈ ≦ 200の 場 合

40d

配 力 筋 の 定 着 は 25dと す る

4
0
d

（ ５ ） コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク の 腰 壁 ・ 立 ち 上 が り 壁 又 は 帳 壁 へ の 配 力 筋 の 定 着 は 下 図 に よ る 。

4
0
d

2 5

３

３

Ｌ

5
0
0

設 備 配 管

ｈ

5ｈ

２

（ ２ ） 土 間 コ ン ク リ ー ト の 上 に Ｒ Ｃ 壁 が 取 り 付 き 、 そ の 下 に 地 中 梁 が な い 場 合 は 、 下 図 の 補 強 を 行 う 。

Ｌ

２
Ｌ

150以 上

２

1
5
0
以

上

（ １ ） 開 口 補 強 （ 設 備 開 口 を 含 む ） は 特 記 に よ る 。

500

２

２

２
ｈ ≦ ７ ０

Ｌ
２

２

２

２

25

2
5

（ ４ ） 柱 と 梁 が 同 一 面 と す る 場 合 の 打 増 し は 下 図 に よ る 。

（ ２ ） 部 材 の 軸 方 向 の 補 強 筋 の 定 着 長 さ は Ｌ ２ と す る 。

（ ３ ） 打 増 し 部 が ７ ０ ｍ ｍ 未 満 の 場 合 、 補 強 を 行 わ な い 。

Ｌ２
ｂ

Ｌ２

Ｌ２

２

ｂ ： １ ． ７ ５ ｈ か つ ２ ０ ０ 以 上

Ｌ

補 強 種 別 ・ 記 号

縦 横 共 Ｄ １ ０ － ２ ０ ０ ＠
（ 土 間 補 強 筋 　 上 側 ）

（ １ ） 土 間 コ ン ク リ ー ト 厚 は 130,補 強 筋 は タ テ ・ ヨ コ 共 D10-200@シ ン グ ル と す る

Ｒ Ｃ 壁

（ ２ ） 同 一 土 間 コ ン ク リ ー ト に 段 差 が あ る 場 合 、 下 図 の 補 強 を 行 う 。 但 し 、 ｈ ＞ ２ ０ ０ の 場 合 は 、 特 記 に よ る 。

ｈ

（ ｂ ） 　 段 差 の あ る ス ラ ブ の 補 強

（ １ ） 同 一 土 間 ス ラ ブ に 段 差 が あ る 場 合 、 下 図 の 補 強 を 行 う 。 但 し 、 ｈ ＞ ２ ０ ０ の 場 合 は 、 特 記 に よ る 。

開 口 部 を 避 け て 配 筋 で き る 場 合 は 、 補 強 を 省 略 す る こ と が で き る 。 ）

溶 接 金 網 ６ φ － １ ０ ０ ＠

溶 接 金 網 ６ φ － １ ０ ０ ＠

１ ３ ． ４ 　 ス ラ ブ の 配 筋

（ ａ ） 　 土 間 コ ン ク リ ー ト

コ ン セ ン ト ボ ッ ク ス

１ － Ｄ １ ３

（ 縦 横 共 ）

７ ０ ＜ ｈ ≦ ２ ０ ０

（ １ ） 打 増 し 部 分 は 、 か ぶ り 厚 さ に 含 ま な い 。 た だ し 、 土 に 接 す る 柱 は 除 く 。

土 間 コ ン ク リ ー ト 配 筋 と

捨 コ ン ク リ ー ト

（ ａ ） 　 打 増 し

と 同 径 同 ピ ッ チ

ｂ ： １ ． ７ ５ ｈ か つ ２ ０ ０ 以 上

１ ３ ． ５ 　 そ の 他 の 配 筋

ｂ ： １ ． ７ ５ ｈ か つ ２ ０ ０ 以 上

（ ２ ） 土 間 コ ン ク リ ー ト に ト ラ フ の 段 差 が あ る 場 合 、 下 図 の 補 強 を 行 う 。 但 し 、 ｈ ＞ ２ ０ ０ の 場 合 は 、 特 記 に よ る 。

ス ラ ブ 配 筋 と 同 径 同 ピ ッ チ

（ ｃ ） 　 ト ラ フ の 補 強

（ 縦 横 共 ） ｂ ： １ ． ７ ５ ｈ か つ ２ ０ ０ 以 上

凡 例

砂 利 地 業

７ ０ ＜ ｈ ≦ ２ ０ ０

風 除 室 ・ ポ ー チ ・ 外 部 通 路 ・ 車 路

（ １ ） ス ラ ブ に ト ラ フ の 段 差 が あ る 場 合 、 下 図 の 補 強 を 行 う 。 但 し 、 ｈ ＞ ２ ０ ０ の 場 合 は 、 特 記 に よ る 。

Ａ 形

ス ラ ブ の な い 側 と す る

（ ２ ） シ ン グ ル 配 筋 の 壁 で 盤 類 が 埋 設 さ れ る 場 合 は 、 下 記 補 強 を 行 う 。

（ ａ ） 　 梁

１ ３ ． ２ 　 異 形 鉄 筋 の 末 端 処 理

右 記 以 外 に 適 用 す る 。

<両 側 ス ラ ブ >

形

そ の 他

（ １ ） 壁 筋 が 、 梁 ， 柱 主 筋 の 外 側 に 配 筋 さ れ る 場 合 の 定 着 は 下 図 に よ る 。

Ｂ 形

（ １ ） 梁 の ２ 段 非 対 称 配 筋 は 下 図 に よ る 。

（ ａ ） 　 定 着

<片 側 ス ラ ブ >

（ ２ ） 壁 筋 を ス ラ ブ に 定 着 さ せ る 場 合 は 下 図 に よ る 。

ス ラ ブ

Ｄ １ ３

（ 盤 類 ）

（ ｂ ） 　 壁 開 口 部 の 補 強

梁 中 心

柱 中 心

い ず れ で も よ い

１ ３ ． ３ 　 壁 の 配 筋

＜ 梁 ＞

壁

梁 （ 土 圧 、 水 圧 な ど を 受 け る 壁 の 場 合 ）

＜ 柱 ＞

（ 躯 体 取 合 い に よ る 打 増 し と し 、 仕 上 に よ る 打 増 し は 含 ま な い 。 ）

Ｃ Ｂ １ ０

Ｃ Ｂ １ ２

（ ４ ） 垂 れ 壁 、 立 ち 上 が り 壁 の 配 筋 は 、 タ テ ・ ヨ コ Ｄ １ ０ － ２ ０ ０ ＠ シ ン グ ル と す る 。

記 号

１ ２ ０

１ ０ ０

Ｃ Ｂ １ ５ １ ５ ０

Ｌ ｏ ＞ 2,000  Ｌ ｏ ： 短 辺 方 向 の 内 法 長 さ

（ ｃ ） 　 設 備 機 器 基 礎 の 配 筋 は 下 図 に よ る 。 但 し 、 ｈ ＞ ４ ０ ０ の 場 合 は 特 記 に よ る 。

打 増 し 補 強 無 し

地 中 梁 下 端 と ピ ッ ト 底 版 上 端 が 同 じ 場 合

（ d） 　 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク （ CB） 帳 壁

Ｒ Ｃ リ ブ 壁 を 設 け る 。

Ｄ １ ０ @２ ０ ０ （ 縦 横 共 ）
Ｄ １ ３ ＠ ２ ０ ０ （ 縦 横 共 ）

階 梁 記 号

（ １ ） 貫 通 孔 の 補 強 筋 は 下 記 に よ る 。 補 強 筋 は 構 造 関 係 共 通 図 　 図 １ ２ ． １ ～ 表 １ ２ ． ４ 及 び

　 　 表 １ ２ ． １ ～ 表 １ ２ ． ３ に よ る 。 ス リ ー ブ 材 質 は 表 １ ３ ． １ に よ る 。

梁 せ い 数 量ス リ ー ブ 内 径 梁 　 幅

３ ， ４ ０ ０

（ ｅ ） 　 躯 体 に 埋 設 さ れ る 配 管 等 に つ い て

２ ， ４ ０ ０

３ ， ０ ０ ０

１ ３ ． ６ 　 梁 貫 通 孔 補 強 リ ス ト

（ ａ ） 梁 貫 通 孔 補 強 （ 図 示 以 外 ）

め て い る の で 、 監 督 職 員 と の 協 議 の う え 対 応 す る こ と 。

▽ 地 盤 面

（ ｂ ） 　 ピ ッ ト 配 筋 図

梁

梁

１ － Ｄ １ ６

１ － Ｄ １ ３

（ １ ）  便 所 ピ ッ ト 及 び 配 管 ピ ッ ト の 配 筋 は 下 図 に よ る 。

打 増 し

梁

梁

　 （ ６ ） 土 に 接 す る 部 分 の 打 増 し

柱

柱

梁

梁
梁

１ － Ｄ １ ３
Ｄ １ ０ @２ ０ ０

打 増 し

１ － Ｄ １ ６

（ 縦 横 共 ダ ブ ル ）

１ － Ｄ １ ３

（ 縦 横 共 ダ ブ ル ）

Ｄ １ ０ @２ ０ ０

１ － Ｄ １ ３

Ｄ １ ３ ＠ ２ ０ ０ （ 縦 筋 ）

Ｄ １ ０ @２ ０ ０
（ 縦 横 共 シ ン グ ル ）

（ 半 割 ）

打 増 し 補 強 無 し

Ｄ １ ０ ＠ ２ ０ ０ （ 横 筋 ）

Ｖ Ｐ １ ５ ０ φ

（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに曲げることにより、

（１）躯体埋設配管等に対する構造上の注意事項は、別に「コンクリート躯体に埋設される配管の取扱いについて」を定

構造関係共通図 （特記事項）

１３．その他

NO SCALE

区分

枚ノ内
番

盛 岡 市 み た け 四 丁 目 ８ 番 ４ ０ 号 　 Ｔ Ｅ Ｌ  019-(641)-5755

図面内容
面
図縮尺

特記

号

１ 級 建 築 士 登 録 　 第 285024号

製　図

伊五澤　和宣

配筋標準図　ＮＯ５（特記事項）

１ 級 建 築 士 事 務 所

有 限

会 社

検　図 一級建築士　登録第285024号　　伊五澤　和宣

工事名
Ｓ６

盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事

S23

建 築 構 造

伊 五 沢 設 計



３－４ 溶接継手の種類別開先標準
ア ー ク 手 溶 接 、 ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接 及 び セ ル フ シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接

（ 単 位 ： ｍ ｍ ）部 材 が 直 交 し な い 場 合 の 開 先 標 準

Ｈ
ア ー ク 手 溶 接 、 ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接 及 び セ ル フ シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接

（ 単 位 ： ｍ ｍ ）
部 分 溶 込 み 溶 接 の 開 先 標 準

５ ９

４

７６

７

S S

６

８

５

(１)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的

(3) この標準図を作成するに当たり使用した仕様書等

な標準図とする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

Ｓ ＝ t／ √

５

○建築工事監理指針
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

○公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

19＜ ｔ ≦ 40 22＜ ｔ ≦ 40

基 本 記 号

6＜ ｔ ≦ 19

基 本 記 号

基 本 記 号

サ ブ マ ー ジ ア ー ク 自 動 溶 接

２ （ 両 面 溶 接 ）

ｔ ≦ ６

12＜ ｔ ≦ 22

基 本 記 号

４

３

有 効 の ど 厚

S

有 効 の ど 厚

ｔ

基 本 記 号 基 本 記 号

2

S

ｓ

Ｓ ＝ t／ √

17

(別 表 3.3)

16㎜ ＜ ｔ ≦ 40㎜ の 場 合

（ 単 位 ： ㎜ ）

2 3

S

11

８ ９

2212

８ 10

13 14

10

15

図３．２

2 2 2 2S

t

(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。

2
S

t

19

32 36

21 24

√
θ =60°

10 40

１．適用範囲

3

完全溶込み溶接及び部分溶込み溶接の場合は、引出線を折線とし、開先をとる部材面に先端を向けるもの

とする。

溶接方法（手溶接又は半自動溶接）

溶接面（両面溶接）

溶接継手（突合わせ継手）

Ｂ

Ｆ
Ｂ

2

Ｈ 2

√

２．一般事項

鉄骨製作工場２－２

２－１

Ｈ
２

(2) 溶接記号の記載方法

溶接記号の記載方法は、図３.１による。

ただし、溶接方法又は溶接面の指定を行わない場合は、溶接継手記号のみを記入する。

全周溶接

自 動 溶 接

現場溶接

※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

基本記号

エ ン ド タ ブ

エ ン ド タ ブ の 長 さ

エンドタブ

（ 単 位 ： ㎜ ）

裏 当 て 金

10㎜ 以 上

Ｔ

裏 当 て 金 の 長 さ

1

Ｈ

Ｈ

溶 接 の サ イ ズ

３．溶接接合

Ｌ－Ｐ

に よ る 。

図 ３ .４

は 、 こ の 限 り で は な い 。

2

３ ５ ° ４ ５ °

ｔｔ

7

基 本 記 号基 本 記 号

D1 =2（ ｔ － 2） ／ 3

2

Ｇ ＝ ｔ

基 本 記 号

ｔ ≦ 12

基 本 記 号

及 び セ ル フ シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接

１ （ 片 面 溶 接 ） １ （ 片 面 溶 接 ）

6
Ｇ

ｔ

２ （ 両 面 溶 接 ）

基 本 記 号

２－３
鉄骨工事全般及び各製作段階における施工管理技術者及び技能資格者は、性能確保上必要とされる能力

2

施工管理技術者、技能資格者

Ｂ

を考慮して選定を行う。

2√
S

2
3

D1 =（ ｔ － 6） ／ 2

D2 =（ ｔ － 2） ／ 3

ｔ

基 本 記 号

（ 単 位 ： ｍ ｍ ）

D2 =（ ｔ － 6） ／ 2

鉄骨は、施設に要求される構造耐力、耐久性及び耐火性等を有するものとする。

設計品質

鉄骨製作工場は、対象工事の規模、鋼材の種別、最大板厚、加工の難易度等及び製作工場の工事実績、

溶接記号の記載方法

施工管理技術者の能力等を総合的に判断して選定を行う。

7

2 ｔ

6

2 ｔ

（ 単 位 ： ｍ ｍ ）

(1) 完 全 溶 込 み 溶 接

３ ５ °

6

３ ０ °
６ ０ °

D1

D2

2

ｔ

6

３ ０ °
６ ０ °

6

2

ｔ

ｔ

Ｈ

D1

突 合 わ せ 継 手 の 開 先 標 準

ｔ

２ （ 両 面 溶 接 ）

６ ＜ ｔ ≦ 19

ｔ

６ ＜ ｔ ≦ 40

基 本 記 号

２ （ 両 面 溶 接 ）

ｔ ≦ ６

ア ー ク 手 溶 接 、 ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接
Ａ

及 び セ ル フ シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接

ｔ

D2

ｔ

１ （ 片 面 溶 接 ）

６ ０ °

１ （ 片 面 溶 接 ）

基 本 記 号

サ ブ マ ー ジ ア ー ク 自 動 溶 接

基 本 記 号

２ （ 両 面 溶 接 ）

基 本 記 号

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

Ｓ

6＜ ｔ ≦ 19

基 本 記 号

基 本 記 号

基 本 記 号

12＜ ｔ ≦ 22

19＜ ｔ ≦ 40

基 本 記 号 基 本 記 号

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

基 本 記 号

ｔ ≦ 12

基 本 記 号

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

D2=（ ｔ － 6） ／ 2

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

22＜ ｔ ≦ 40

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

６ ０ °

４ ５ °

基 本 記 号

D2=（ ｔ － 2） ／ 3

D1=2（ ｔ － 2） ／ 3

6
Ｓ

D1=（ ｔ － 6） ／ 2

３ ５ °

2 2

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10 1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

ｔ

３ ５ °

ｔ

３ ５ °

３ ５ °

ｔ

３ ５ °

Ｓ

Ｓ

６ ０ °

６ ０ °

D1

D2

６ ０ °

7

ＳＳ Ｓ

ｔ 6

Ｓ
2

ｔ

６ ０ °

6

11

16 19

４ ５ °

Ｓ

12

25

13

28

11 15

2

３ ５ °

2

7

ｔ

Ｓ

ｔ2
Ｓ

7

ｔ

ｔ

Ｔ 型 継 手 の 開 先 標 準

ア ー ク 手 溶 接 、 ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接
Ｈ Ａ

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

基 本 記 号 基 本 記 号 基 本 記 号

6＜ ｔ ≦ 19

基 本 記 号

基 本 記 号

19＜ ｔ ≦ 40

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

１ （ 片 面 溶 接 ）

基 本 記 号基 本 記 号

6

D1

D2

Ｓ

ｔ

２ （ 両 面 溶 接 ）

Ｓ

１ （ 片 面 溶 接 ）

基 本 記 号

ｔ ≦ 12

Ｓ

４ ５ °

2

7

2 ｔ

基 本 記 号 基 本 記 号 基 本 記 号

12＜ ｔ ≦ 19

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

１ （ 片 面 溶 接 ）

及 び セ ル フ シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接

ｔ ≦ ６

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

２ （ 両 面 溶 接 ）

サ ブ マ ー ジ ア ー ク 自 動 溶 接

手 　 溶 　 接

19＜ ｔ ≦ 40

Ｇ ＝ ｔ

D1=2（ ｔ － 2） ／ 3

D2=（ ｔ － 2） ／ 3

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

Ｓ

６
０

°

ｔ

４
５

°

2

Ｓ

ｔ ≦ 16

D1=（ ｔ － 6） ／ 2

ｔ ≦ 16

基 本 記 号

16＜ ｔ ≦ 40

基 本 記 号

19＜ ｔ ≦ 40

基 本 記 号

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

基 本 記 号基 本 記 号

≧
６

０
°

Ｓ

2ｔ ｔ

Ｓ

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

部 分 と け こ み 溶 接

ｔ

ｔ

22

0
４

５
°≧

７
５

°

Ｇ

ｔ

0

基 本 記 号

≧
６

０
°

Ｓ

7

３
５

°

D2

6

ｔ

４ ５ °

2

D1

Ｓ

Ｓ

Ｓ

６ ０ °

ｔ

ｔ

ｔｔ

５ ０ °

7

ｔ

2
Ｓ

３ ５ °

ｔ

6

Ｓ

ア ー ク 手 溶 接 、 ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接 及 び セ ル フ シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接

ｔ

2

３ ５ °

２ （ 両 面 溶 接 ）１ （ 片 面 溶 接 ）

基 本 記 号

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

（ 単 位 ： ｍ ｍ ）

D2=（ ｔ － 6） ／ 2

7

2

Ｓ

Ｓ

６ ０ °

D1

D2
ｔ

４ ５ °

６ ０ °
7

Ｓ

６
０

°

Ｓ Ｓ

Ｓ
2

Ｓ

ｔ ≦ ９

６
０

°

2

Ｓ

Ｈ

ｔ

Ｓ

Ａ

Ｓ

ｔ

ア ー ク 手 溶 接 、 ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接

（ 単 位 ： ｍ ｍ ）

Ｈ

隅 肉 溶 接 の サ イ ズ （ Ｓ ）

ｔ ≦ 16㎜ の 場 合

隅 肉 溶 接 の サ イ ズ （ S)は 、 有 効 の ど 厚 の 和 が 板 厚 （ t） と 等 し く な る よ う 、 図 3.7に よ り 求 め た も の で あ る 。(注 )

表 ３ .２

図 ３ .３ 　 隅 肉 溶 接 の サ イ ズ

以 上

以 上

以 上

６

ｔ Ｓ

１ ２
ｔ ＞ ９

裏 当 て 金 の 厚 さ

半 自 動 溶 接
５

９
９

溶 接 方 法

手 　 溶 　 接

12≦ ｔ ≦ 40

基 本 記 号

自 動 溶 接

（ 単 位 ： ㎜ ）

１ （ 片 面 溶 接 ）

１ （ 丸 鋼 等 片 面 溶 接 ）

1／ 4  t≦ Ｓ ≦ 10

ア ー ク 手 溶 接 、 ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接 及 び セ ル フ シ ー ル ド ア ー ク 半 自 動 溶 接

２ （ 両 面 溶 接 ）

16≦ ｔ ≦ 40

25 3628

部 分 と け こ み 溶 接

12 19

（ 単 位 ： ｍ ｍ ）

（ 単 位 ： ㎜ ）

16

基 本 記 号

12 15

40

13

32

15

か ど 継 手 の 開 先 標 準

隅 肉 溶 接 の 開 先 標 準

141311

基 本 記 号 基 本 記 号

２ （ 丸 鋼 等 両 面 溶 接 ）

D1=（ ｔ － 2） ／ 2

D2=（ ｔ － 2） ／ 2

基 本 記 号

Ｄ 10 16

３ （ 軽 量 形 鋼 Ｖ 形 溶 接 ） ４ （ 軽 量 形 鋼 レ 形 溶 接 ）

以 上

７ ０
S

３ ８

以 上

以 上

ｔ Ｓ

Lb

Ｓ

Ｓ

Ｄ

ｔ

Ｓ

４ ５ °

Ｓ

La

（ ａ ） 鉄 筋 又 は 軽 量 形 鋼 に フ レ ア 溶 接 を 行 う 場 合 は 下 記 に よ る 。

（ ｂ ） 有 効 溶 接 長 さ （ Ｌ ） は 、 ビ ー ド の 始 点 （ La） 及 び ク レ ー タ ー （ Lb） を 除 い た 部 分 の 長 さ と す る 。

エ ン ド タ ブ

３ ５

2 2

2

2 2

2

社団法人　日本建築士事務所協会連合会

2／ 3（ ｔ - 2）

ｄ ｄ

L
ｄ ： 異 形 鉄 筋 の 呼 び 名 に 用 い た 数 値

Ｓ ： 溶 接 の サ イ ズ

ｔ

フ レ ア 溶 接 の 開 先 標 準

Ｌ ： 片 面 フ レ ア 溶 接 の 場 合 　 10d

2

ｄ ｄ

Ｌ ａ 及 び Ｌ ｂ =１ Ｓ （ 鉄 筋 に つ い て は 1d） 以 上突合わせ継手

Ｔ

セルフシールドアーク半自動溶接

Ｌ

Ｂ

かど継手

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

３－１ 溶接記号

表３.１

(1)

S

Ｈ

S

半 自 動 溶 接

溶 接 方 法

Ｅ

完全溶込み溶接 Ｔ形継手

エレクトロスラグ溶接

Ａサブマージアーク自動溶接

ｄｄ

ｄ

ｄ ｄ

2

ｔ ＜ ３ の と き Ｓ ＝ ３

ｔ ≧ ３ の と き Ｓ ＝ ｔ

ｔ ＜ ３ の と き Ｓ ＝ ３

ｔ ≧ ３ の と き Ｓ ＝ ｔ

ｔ

溶接方法

溶接継手

記　号分　　　　　　　　　　　　　類

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、

Ｓ

D1

４ ５ °

D2

４ ５ °

Ｓ

S

S

FB(t× 25㎜ ) FB(t× 38㎜ )

t

Ｆ

t

Ｆ

(3)

(1)
裏当て金及び裏はつり

フレア溶接

部分溶込み溶接 Ｐ

Ｆ隅肉溶接

片面溶接

両面溶接
溶 接 面

２

１

全周現場溶接

6

7

Ｓ

３-３　フレア溶接を行う場合の溶接長さ

基 本 記 号

３ ５ °

ｔ

３ ５ °

2

2 ｔ

２．図面

1

.構造関係共通図（鉄骨標準図）

.設計図

S

３－４

1

(1)

S

も の と す る 。

た だ し 、 自 動 溶 接 に お い て 、 完 全 な 溶 込 み が 得 ら れ た こ と が 確 認 で き る 場 合 に は 、 裏 は つ り を 省 略 す る こ

裏 当 て 金 の 組 立 溶 接 は 、 接 合 部 に 悪 影 響 を 与 え な い よ う に 、 エ ン ド タ ブ の 位 置 又 は 梁 フ ラ ン ジ 幅 の 1/4の
位 置 に 行 う 。

図 3.12に よ る 。

両 面 フ レ ア 溶 接 の 場 合 　  5d

完 全 溶 込 み 溶 接 の 片 面 溶 接 に 用 い る 裏 当 て 金 は 、 原 則 と し て フ ラ ン ジ の 内 側 に 設 置 し 、 取 付 け 方 法 は 、

ｄ

裏 は つ り は 、 健 全 な 溶 着 部 分 が 現 わ れ る ま で は つ り 取 る も の と す る 。

と が で き る 。

完 全 溶 込 み 溶 接 を 両 面 溶 接 と す る 場 合 は 、 裏 溶 接 の 前 に 裏 は つ り を 行 う 。

○構造設計資料

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年版)」

裏 当 て 金 の 溶 接図 ３ .５

３－５

1／ 3（ ｔ -2）

(2)裏 当 て 金 の 厚 さ 及 び 隅 肉 溶 接 の サ イ ズ は 、 表 3.5及 び 表 3.6に よ り 、 材 質 は 、 原 則 と し て 母 材 と 同 等 以 上 の

○日本工業規格（ＪＩＳ）

特記事項

設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2000による。

（記載例）

図３.１　溶接記号の記載例

断続溶接の間隔

(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。

２－４

補助記号

ＦＬ

１．特記仕様書

優先順位

ｄ

2

2
ｄ

ｄ

エ ン ド タ ブ の 材 質 は 、 母 材 と 同 等 以 上 、 形 状 は 、 母 材 と 同 厚 ・ 同 開 先 の も の と し 、 長 さ は 、 図 3.11及 び 表 3.4

ｄ

断続溶接の長さ

2

た だ し 、 あ ら か じ め 溶 接 端 部 に 欠 陥 が 生 じ な い こ と が 確 認 さ れ た 材 質 及 び 形 状 の も の を 用 い る 場 合 に つ い て

ｄ

ⅱ

ⅰ

（最新版）

（最新版）

（最新版）

鉄　骨　標　準　図

製　図

号

１ 級 建 築 士 登 録 　 第 285024号 伊五澤　和宣

有 限

会 社

検　図

鉄骨標準図　ＮＯ１

１ 級 建 築 士 事 務 所

番

盛 岡 市 み た け 四 丁 目 ８ 番 ４ ０ 号 　 Ｔ Ｅ Ｌ  019-(641)-5755

図面内容

NO SCALE

区分

枚ノ内

縮尺
特記

面
図

一級建築士　登録第285024号　　伊五澤　和宣

盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事

S23

建 築 構 造

工事名
Ｓ７

伊 五 沢 設 計



（ １ ） ス カ ラ ッ プ 半 径 Srは 35㎜ と す る 。

2Sr

1 1

Sr

Sr
Sr

（ ２ ） ス カ ラ ッ プ 円 弧 の 曲 線 は 、 フ ラ ン ジ に 滑 ら か に 接 す る よ う に 加 工 し 、 複 合 円 は 滑 ら か に 仕 上 げ る 。

（ １ ） ス カ ラ ッ プ 半 径 Sr は 35㎜ と す る 。 Sr は 10㎜ と す る 。

従 来 型 ス カ ラ ッ プ

Sr

2

Sr

1

（ １ ） 完 全 溶 込 み 溶 接 を 行 う 部 分 の 板 厚 の 差 に よ る 段 違 い が 10㎜ を 超 え る 場 合

（ ｆ ） 溶 接 部 分 の 段 差

適用管厚

1/2.5以 下

t

ス ニ ッ プ カ ッ ト の 寸 法

S
c

（ １ ） ス ニ ッ プ カ ッ ト 部 は 溶 接 に よ り 埋 め る も の と す る 。

（ ｅ ） ス ニ ッ プ カ ッ ト

t

ス ニ ッ プ カ ッ ト

t

手　溶　接

r

手　溶　接

鋼 管 柱 の 継 手 （ 単 位 ： ㎜ ）

隅 肉 溶 接

溶 接 方 法

半自動溶接フレア溶接

溶 接 継 手

「 丸 形 鋼 管 柱 」

半自動溶接

2

Ｘ -Ｘ 断 面 図

突合わせ継手

３－６

Ｘ -Ｘ 断 面 図

余 　 盛 　 り

改 良 型 ス カ ラ ッ プ

３

図 ３ .６

余盛り高さの限度 （単位㎜）

図 ３ ． ７

４

高力ボルト

か ど 継 手
４

H

2

(注 )

、 13㎜ 以 上 の 場 合 は

と す る こ と が で き る 。

仕 口 部 の 溶 接 （ 角 形 鋼 管 柱 ）

余盛り高さの限度

図 ６ .２

25以 上

図４.３

３

2

(注 )

こ と が で き る 。

「 Ｈ 形 柱 」 「 角 形 鋼 管 柱 」

Ｔ

Ｍ２２ Ｍ２４

JIS形高力ボルトのセット

柱　　脚

2Ｆ

H

６－３

(単 位 ： ㎜ )

12㎜ 以 下 の 場 合 は

2

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ
ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

表３.8

４０㎜以上

Ｐ

Ｆ

(注 )

-(a)

完全溶込み溶接（突合わせ継手、かど継手）、隅肉溶接及びフレア溶接の溶接部は、余盛りを行うものと

5
0

2
5

ｴ ﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

呼び名の7.5倍以上かつ600㎜以下

Ｐ

図 ３ .８

スタッド溶接

Ｔ

Ｆ

と す る

Ｌ

呼び名の５倍以上

鋼管分岐継手

3.2㎜≦ｔ≦12㎜

-(a)は 厚 さ 9㎜ 以 上 と し 、 柱 径 400㎜ 以 下 の 場 合 は

省 略 し て も よ い 。

３－１０

「 角 形 鋼 管 柱 」

３－９

鋼管柱の継手３－７

３－８

小梁せい

ガセット厚 ≧小梁ウェブ厚、≧６㎜ ガセット厚

小梁せい

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

P
 
×
ｍ

 
-
1

ww

c

大梁フランジ幅

１列、２列（大梁幅による）ウェブボルト列数

－

小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ

小梁せい

≦２列

－

小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ

≦500

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

ガセット厚

小梁せい

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

ガセット厚

ねじがナットの外に３山以上出るようにする。

いことができる。

ただし、コンクリートに埋め込まれる場合は、二重ナットとしな

アンカーボルトは二重ナット及び座金を用い、その先端は、

柱底均しモルタルの厚さは、特記による。

アンカーボルトにせん断力を負担させる場合は、座金厚さ
の検討を行い、座金とベースプレートを全周溶接する。

(単位：㎜)

２５

３５

最大軸径

※1

最大軸径最大軸径

Ｆ2

4
d
以
上

(単 位 ： ㎜ )

P
 
×
ｍ
 
-
1

c

Ｙ 2－ Ｙ 2断 面 図

座金
ベースプレート

ねじ３山以上

二重ナット

d＋5㎜以下

モルタル
30～50㎜

≦２列

t

Sc

主 管 の 管 軸 と 支 管 の 管 軸 と は

Sc 141210

θ

支 管

Ｄ

Ｂ

一 致 さ せ る こ と 。

Ｄ -Ｄ 断 面 図

Ｃ

Ｌ

ＸＸ

1
0
0
以

上

Ｆ

ＢH

96

15

12

80

150

16以 上

鋼 管 分 岐 継 手 詳 細 （ 単 位 ： ㎜ ）

スカラップ

貫通孔の補強方法は、補強プレート法及び補強トラス法とし、貫通孔部分は、必要に応じて鋼管

Ｂ 部 断 面

tt t

200≦

≦500≦500

１列、２列（大梁幅による）

２．ガセット厚、添板厚（接合形式Ａ）≧６㎜
共通事項：

≧小梁ウェブ厚、≧６㎜

1.5t～ 2.0t1.5t～ 2.0t

50° ～ 60°

Ｃ 部 断 面

Ｄ

0～ 3

Ａ 部 断 面

1.5t～ 2.0t

の規格

（2）

普通ボルト

Ａ

JIS B 0209-1による６Ｈ
JIS B 0209-1（一般用メートルねじ

仕上げの程度

1.5t～ 2.0t

接 線0～ 3

タ）による６ｇ

ねじの種類の規格

材　料　区　分

ねじの公差域クラス

(5)

(4)

アンカーボルト末端フックは、鉄筋D16以上の場合

普通ボルトのボルト及びナットは、表4.1により、ねじは、JIS B 0205「一般用メートルねじ」による。

もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。

（1）

座金は、JIS B1256「平座金」による並形一部品等級Ａとする。

中

JIS B 0205-4（一般用メートルねじ－第４部：基準寸法）による。

－公差－第１部：原則及び基礎デー

建築基準法に基づき認定されたトルシア形高力ボルト(２種S10T)及び溶融亜鉛めっき高力ボルト（1種F8Ｔ相当）とする。

高力ボルトの種類は、JIS B1186「摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット」(２種F10T）の規格に適合するもの

４－２

(F10T,S10T)高力ボルト

Ｍ１２

６　鉄骨標準詳細図

Ｍ１６

普通ボルト

溶融亜鉛めっき高力ボルト

５　柱　　脚

４　高力ボルト接合等

(1)

(F8T相当)

ねじの呼び

表４.２

ボルトの表示記号

50° ～ 60°
0～ 3

中

表４.１

規格番号、規格名称

種　　　　類

強　度　区　分

Ｍ２０ Ｍ２２
ボルトの種類

４Ｔ

ナ　　ッ　　トボ　　ル　　ト

(1)

いたのち、目荒しを行う。

径に５㎜を加えた数値以下の数値とする。

４.６

JIS B 1181（六角ナット）

（ⅰ）ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

アンカーボルト孔の径を当該アンカーボルトの

鋼　　　　　製 鋼　　　　　製

ボルト及びナットの材料

(ｇ)

は180°とし、鉄筋D13以下の場合は135°とする。

以上とし、鉄筋D19以上の場合は４ｄ以上とする。

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法は、表3.8及び図3.8による。

(1)

(1)

(2)

コンクリートの表面は、レイタンス等を取り除

(3)

(2)

※

折曲げ内法直径Ｄは、鉄筋D16以下の場合は３d

ａは定着長さとする。

(e )

(1) スリーブを取り付ける。）

１．大梁せい≧小梁せい

交　　角

Ｍ２０

４５

※

※

(8)

(7)

※

３．ウェブボルトの配置は、最小ボルト本数を２本、せい方向ピッチを60、90、120㎜の３種類とし、

(6)

30°≦θ≦150°

(2) スタッド溶接用材料は、JIS B1198「頭付スタッド」の規格に適合するものとし、適用する呼び名は、

(1)

JIS B 1180（六角ボルト）

並形六角ボルト 並形六角ナット

Ｍ２４

ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の縁端

(1)

Ｍ２２

ただし、アンカーボルトの縁端距離は図示による。

７０

自動溶接

（2）スプライスプレートの鋼材種別はSN-Bとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。

(ｐ)間　　　　　隔

国土交通大臣認定条件による。

Ｍ１２

６０

距離は、ボルト軸径の２.５倍以上とする。

縁端距離及びボルト間隔は、原則として表4.5による。

する。

完全溶込み溶接（Ｔ形継手）の溶接部は、ビード表面が滑らかになるように仕上げるものとする。

鋼管分岐継手における支管は、主管外径より細径のものとし、開先標準は、鉄骨標準図（1）による。

余盛り高さの限度は、下表による。

※１

ただし、デッキプレート厚1.6㎜以下で、あらかじめ良好な溶接が得られることが確認された場合については、

Ｍ１６

図４.１

図４.２

（単位㎜）

４－３
ボルトの表示記号

Ｍ２４

ボルト間隔

（ｅ)

縁端距離
ねじの呼び

(ｐ)

表４.５

４０

４－５

２５トルシア形高力ボルト

埋 込 み 型 柱 脚 と す る 場 合 で 、 フ ラ ン ジ 厚 さ が 柱 板 厚 が ６ ㎜ 以 下 の 場 合 は

Ｍ１６

高力ボルトの締付け長さに加える長さ

Ｍ２０
ねじの呼び

Ｍ１２

表４.４

ボルトの種類

高力ボルトの長さ

1

50

5
0

5
0

(4)

(3)

ただし、自動機械により開先加工を行う場合については、この限りではない。

50

Ｐ
1

Ｆ

50

Ｆ

5
0

小梁の接合（ピン接合）

ｅ

縁端距離及びボルト間隔

２２.0

ボルトの種類

(単位：㎜)

2

5
0

5 0

図６.５

ｐ ｐ

４－６

２６.0※1

(F10T,S10T)

２４.0

（3）フィラープレートの鋼材種別はSS400とする。

（3）

母屋、胴縁類の取付用ボルトの場合は、ボルトの径＋１.０㎜とすることができる。

小梁のせい方向の中心振り分けとする。

ねじの呼び
Ｍ１２

高力ボルト

３０

１７.５

２６

※2 １２.５ １６.５

ボルトの長さ

加算長さ

１４

(F8T相当)

１８ ２２ ２４

普通ボルト

溶融亜鉛めっき高力ボルト

※２

締付け長さ

(1)

(単位：㎜)

４５

縁端距離及びボルト間隔

50
50

２０.５

JIS形高力ボルト及び溶融亜鉛めっき高力ボルト

４０３５

２２.５ ２４.５

高力ボルトの長さは、締付け長さに表4.4の値を加えたものを標準長さとする。

４－４

４０３５

座金厚さ

(単位：㎜)
ボルト孔の径

３０

加算長さ

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２４

余長
座金厚さ

５０

４０

ボルト孔の径表４.３

４５

４０

４０

ナット高

２０

５０

５５

３５

２４

２４

６０

２０

２４

５０ ２４

６５

２４５５

８０

７５

５０

１２

６０

Ｐ

ｅ

７０

５５

Ｍ２２

ｅ

1

４０

折板受材

ｇ

1

「 柱 　 部 」

折 板 受 材 の 取 付 け

C-100× 50× 20× 2.3

－

Ａ -Ａ 断 面 図

一 般 の 場 合

（単位㎜）

３５

２４

勾 配 の あ る 場 合

「 梁 　 部 」

１６

３５

１６

千鳥打ちのゲージ及び間隔

ス タ ッ ド の 配 置

１５０

３０

４－８ 形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

３５

５０

９０

１６５６

１６７５

２２

１４０

１４０

２４

１０５１７５

１２

２４

２４

６５ ２０

８０ ２２２４

４０

４０

６０

１５０

５５

４５

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

２４

１７５

９０

２５

２２４５

１３０

９０

２２

７０ １２０２００

２５０

1

１５０

１５０

３００

４００１００

１２５

３５０

１２５

１００

H

2
2

2

４－７

(注 )

2

１ ．

ｈ

1

1 H

H

X

図 ６ .４

ｈ

２ ．

Ｈ

(単 位 ： ㎜ )鋼 管 柱 脚 部図 ６ .３

2

(単 位 ： ㎜ )

：

ｇ

：

２面せん断

200≦

図 ６ .８

Ｂ

２００

t

1

Ｂ

(b)(a)

Ｐ

－

一 般 部

a

９０

d

H

Ａ又はＢ

(a)

B

Ｙ

６－２

４０

2

７０

1

柱・梁仕口部（角形鋼管柱）

一 般 部

Ａ

柱・梁仕口部（Ｈ形柱）６－１

２８

Ｘ 2－ Ｘ 2断 面 図

4

空 気 穴 （ 30φ 程 度 ）

直 交 す る 梁 と の 段 差 が 100㎜ 以 上 の 場 合

図 ６ .１

(a)

Ａ

小 梁 の 接 合 （ 剛 接 合 ）

直 交 す る 梁 と の 段 差 が 100㎜ 未 満 の 場 合

アンカーボルト

６－７

梁貫通孔部補強

(a)

小梁の接合（剛接合）

４－１

６－６

ｈ

６－５

Ｈ 形 柱 脚 部

５－１

w

Ｈ

2

Ｈ

(b)

１面せん断

A

ｈ

１面せん断

１面せん断

図５.１

c

Ｈ

w

Ｐ

Ｐ

図 ６ .６

21

T

Ｈ

φ

(単 位 ： ㎜ )

H

(注 )

Ｄ

図 ６ .７

BH

Ｄ ： 梁 せ い

F

H

2

1

H

10

B

梁 端 に 貫 通 孔 を 設 け る 場 合 は 、 原 則 と し て 、

F

φ ： 貫 通 孔 内 径 寸 法

2

Ｈ ： 鉄 骨 せ い

梁 端 か ら 貫 通 孔 の 中 心 ま で 1.2Ｄ 以 上 離 し 、以
上

（ φ ≦ Ｈ /２ か つ φ ≦ Ｄ /３ ）

1
0
0

4
0

同 厚 以 上

剛 接 小 梁 ウ ェ ブ と

θ ≦ 30°

4
0

1
0
0

≧
5
0

以
上

10

P
 
×
ｍ

 
-
1

4
0

接 合 形 式 　 Ｄ

40

10

B

40

40

10

P
 
×
ｍ

 
-
1

c

4
0

接 合 形 式 　 Ｃ

r=20≧50

≧
5
0

40

2
0

５０

r=20

10

10

ゲージ

(ｇ)

６０

10

千鳥打ちの間隔 (Ｐ

４５

３５

千鳥打ちのゲージ及び間隔

へ　り　あ　き

２５

４５

４０

最 小 ゲ ー ジ

５５

４５

５０

４０

５０

M12,M16,M20,M22 M24

ねじの呼び

)

30-500

６０

６５

t

30-500
FL

FL

2

F

丸 鋼

項　　　　　目

この限りではない。

梁 貫 通 孔 の 位 置 の 限 度

梁 継 手 位 置 等 に も 留 意 を 要 す る 。

５５

20

FL 30-500

※１：

13、16、19及び22の４種類とする。

寸　　　　　法

スタッド溶接は、デッキプレート上から行ってはならない。

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法

スタッド溶接は、アークスタッド溶接方式による直接溶接とし、溶接姿勢は下向きを原則とする。

ｒ=20

アンカーボルトの形状の例

F

表４.７

g

千鳥打ちとした場合

H

表４.６

g

2X

D

3

g

※
※

g

B

H

Ｆ

Ｆ

B

Ｐ

2Ｆ

Ｔ

※
2

５０

Ｆ

2

９０

２２

２０

10

２４ １００

２４

3

７０

２４

2

g

２２ ７５

Ｔ

1ｇ

g

ｇ

1

2

g

ｇ ｇ

40

1
ｇ

６－４

接 合 形 式 　 Ｂ接 合 形 式 　 Ａ

≧
5
0

（ピン接合）

40

小梁の接合

40

2Ｙ

10
ｒ=20

25以 上

4
0

1

1
0

40

≧
5
0

4
0

10

4
0

4
0

40

10

仕 口 部 の 溶 接 （ Ｈ 形 柱 ）

≧50

厚 が 12㎜ 以 下 の 場 合 は

H

と し て も よ い 。

Ｆ

た だ し 、 水 平 ス チ フ ナ

Ｔ
と す る 。

Ｔ

と す る 。

Ｔ

※

Ｐ

Ｆ

ＴH

2

B

2

Ｔ

2Ｐ
2

ウ ェ ブ 厚 が 16㎜ 以 上 の も の に つ い て は 、

1Ｐ

NO SCALE

区分

枚ノ内
番

盛 岡 市 み た け 四 丁 目 ８ 番 ４ ０ 号 　 Ｔ Ｅ Ｌ  019-(641)-5755
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面
図縮尺
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号

１ 級 建 築 士 登 録 　 第 285024号

製　図

伊五澤　和宣

鉄骨標準図　ＮＯ２

１ 級 建 築 士 事 務 所

有 限

会 社
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建 築 構 造

伊 五 沢 設 計



ア ー ク ス ポ ッ ト 溶 接
50

Ｌ

200～ 210@

受 け 板
(長 手 方 向 900@以 下 )

10

受 け 板

Ａ 部 断 面 図

Ｐ -6

50

６－11
(1)

(単 位 ： ㎜ )

鉄筋の貫通孔径

た だ し 、 主 筋 の 貫 通 孔 （ 基 礎 梁 を 除 く 。 ） は 、 最 大 の 径 に 統 一 す る こ と が で き る 。

鉄 筋 の 貫 通 孔 径 の 最 大 値 は 、 表 6.1に よ る 。

デ ッ キ プ レ － ト の 取 付 け 方 法 は 、 認 定 時 の 添 付 資 料 「 標 準 仕 様 書 」 に よ る 。

建 築 基 準 法 に 基 づ き 認 定 （ 構 造 用 及 び 耐 火 構 造 用 ） を 受 け た 合 成 床 版 用(注 )

図 ６ .１ １

床 型 枠 用 鋼 製 デ ッ キ プ レ ー ト

床 型 枠 用 鋼 製 デ ッ キ プ レ ー ト の 取 付 け

A

100100100

胴 縁 を 引 通 す 場 合鋼 板 に よ る 接 合
10

胴 縁 の 接 合 (単 位 ： ㎜ )

(e)

100100100

Ｐ -6

６－10

5050

Ｌ

山 形 鋼 に よ る 接 合
(リ ブ プ レ ー ト 付 )

胴 縁 を 継 ぐ 場 合

床型枠用鋼製デッキプレート

図 ６ .１ ０

鋼 板 に よ る 接 合

Ｄ １ ０

高 力 ボ ル ト F10T(鋼 材 SN400級 ) (単 位 ： ㎜ )表 ７ .１

ターンバックル筋かい等７－２

筋 か い （ 山 形 鋼 、 平 鋼 ）

３ ８ ４ ３

Ｄ ３ ２

２ ４２ １ ４ ６

Ｄ １ ９Ｄ １ ６Ｄ １ ３ Ｄ ２ ９Ｄ ２ ５Ｄ ２ ２

(標 仕 -表 7.3.1)

鉄 筋 の 貫 通 孔 径

鉄 筋 の 呼 び 名

山形鋼・平鋼７－１

３ ５３ １２ ８

(単 位 ： ㎜ )鉄 筋 の 貫 通 孔 径 の 最 大 値表 ６ .１

4
0

3
5

3
0
0

6 0 60

6 0

40 45 40

4
0
3
5

1
5
0

6 0 60 60

4010

40

106040

4010

4045

： せ ん 断 に 対 す る α 値 （ 付 表 2.1） を 満 た す 最 小 ス パ ン 長 （ 小 数 ２ 桁 目 に 切 り 上 げ ）
を 満 た さ な か っ た こ と を 表 す 。 （ 小 数 ２ 桁 目 に 丸 め た 値 で 表 示 す る ）

： 継 手 の 最 大 曲 げ 強 さ （ 有 効 ３ 桁 ）

45 1045

並 び を フ ラ ン ジ の ボ ル ト 並 び に 対 し て 半 ピ ッ チ (30㎜ )外 側 に ず ら す こ と を 表 し て い る 。

設 計 用 短 期 許 容 せ ん 断 力 （ 有 効 ３ 桁 ） 及 び 設 計 用 せ ん 断 断 面 積 （ 有 効 ４ 桁 ）

設 計 用 短 期 許 容 曲 げ モ ー メ ン ト （ 有 効 ３ 桁 ） 及 び 設 計 用 断 面 係 数 （ 有 効 ３ 桁 ）

ウ ェ ブ の 添 板 寸 法 。 幅 は 梁 せ い 方 向 の 寸 法 、 長 さ は 材 軸 方 向 の 寸 法 を 表 す 。

60

山 形 鋼 に よ る 接 合 (e)(c) 母 屋 を 引 通 す 場 合鋼 板 に よ る 接 合鋼 板 に よ る 接 合

100100100

(d)(b)

100

(b)

胴　　縁６－９

(c)(a) (d)

(a)

(リ ブ プ レ ー ト 付 )
母 屋 を 継 ぐ 場 合

(単 位 ： ㎜ )母 屋 の 接 合図 ６ .９

10

4
0

1
5
0

4
0

4 545

3
5

5
6

2
2

4 0

3
5

3
0
02

2

山 形 鋼

６－８

100100

又 は 鋼 板

104045

母　　屋

6 0

4 0

板 厚 と 板 幅 を 表 示 、 長 さ は 、 外 添 板 の 長 さ と 同 じ

ｍ  × ｎ   ：

C

F

板 厚 と 長 さ を 表 示 、 板 幅 は 、 フ ラ ン ジ の 呼 称 幅

フ ラ ン ジ の ボ ル ト 配 列 で ｎ  は 材 軸 方 向 の ボ ル ト 行 数 を 、 ｍ  は フ ラ ン ジ 幅 方 向 の ボ ル ト 数 （ 千

フ ラ ン ジ に つ い て

Ｐ
WW

フ ラ ン ジ ボ ル ト の ゲ ー ジ 寸 法

F
鳥 配 置 の 場 合 に は 、 ｍ  ＝ ２ で 表 示 ） を 表 す 。

ウ ェ ブ の ボ ル ト 配 列 で ｍ   は 梁 せ い 方 向 の ボ ル ト 数 を 、  ｎ  は 材 軸 方 向 の 列 数 を 表 す 。

F
F

1

ｎ  × ｍ  ：F

ウ ェ ブ に つ い て

ｇ  、 ｇ   ：2

W

３ ０ ０ ＜ Ｂ 第 １ ボ ル ト の 位 置Ｂ ＝ ３ ０ ０

Ｂ1
0
0

（ 外 側 に す る ）

(b)(a)
フ ラ ン ジ 高 力 ボ ル ト 配 置

(d) (e) 偶 数 列

ｇ
2

2

第 １ ボ ル ト の 位 置奇 数 列
（ 外 側 に す る ）

1

ｇ
1

ｇ
ｇＢ

Ｂ ＝ ３ ０ ０

Ｌ

Jα

Ｍ  、  Ｚ  ：ｙ

ｑ

ｄ

W
： 梁 せ い 方 向 の ボ ル ト ピ ッ チ 。 数 値 の 頭 に ※ が 付 い て い る 場 合 に は 、 ウ ェ ブ の 材 軸 方 向 の ボ ル ト

ｕＭ
W

(1)

継手部高力ボルト配置図８－３

１ ０ ０ ＜ Ｂ ＜ ３ ０ ０Ｂ ＝ １ ０ ０ (c)

ｄ
Ｑ  、  Ａ  ：ｙ

ｕ： Ｍ 　  を 梁 母 材 の 全 塑 性 モ ー メ ン ト で 除 し た 値 。 （ 小 数 １ 桁 目 に 切 り 捨 て ） ※ は 、 α 値 （ 付 表 2.1）

設 計 用 継 手 性 能 に つ い て

ウ ェ ブ の 高 力 ボ ル ト 配 置

ｅ ≦ 20㎜か つ

カ

Ｌ

4,000
ｅ ≦

ト
ン
ア

I
ボ
ル

＋
4,000

ｅ ≦ 30㎜

ｅ ≦
Ｈ

７ ㎜

Ｌ

2,500
ｅ ≦

か つ

か つｅ ≦ 25㎜

用

ｅ ≦

700

Ｈ

Ｌ
＋ ５ ㎜

700

ｅ ≦

＋ ３ ㎜
Ｌ

ｅ ≦
Ｈ

1,000

ン
ア

建

造
構

方

か つ

ｅ ≦ 15㎜か つ

用

e

ｅ ≦ 15㎜

ｅ ≦

e

L

階 高

-８ ㎜ ≦ ｅ ≦ ＋ ８ ㎜

-５ ㎜ ≦ Δ Ｈ ≦ ＋ ５ ㎜

-８ ㎜ ≦ Δ Ｈ ≦ ＋ ８ ㎜

通 り 心

e

梁 の 水 平 度

H
+
Δ

H

ベ ー ス モ ル タ ル

H
+
Δ

H

通 り 心 a± e

添 板 寸 法  ：

外 添 板 　  ：
内 添 板 　  ：

-５ ㎜ ≦ Δ Ｈ ≦ ＋ ５ ㎜

-３ ㎜ ≦ Δ Ｈ ≦ ＋ ３ ㎜

-５ ㎜ ≦ ｅ ≦ ＋ ５ ㎜

a
±

e -３ ㎜ ≦ ｅ ≦ ＋ ３ ㎜

-５ ㎜ ≦ ｅ ≦ ＋ ５ ㎜

柱 の 倒 れ

(2)

管 理 許 容 差 限 界 許 容 差

(ｅ )

(1)

(ｅ )

2,500

Ｈ
＋

ｅ ≦ 50㎜か つ

10㎜

ボ ル ト の 位 置 の

通 り 心 と ア ン カ ー

建 物 の わ ん 曲

工 事 現 場 継 手 階 の

柱 す え 付 け 面 の 高 さ

ず れ

e

L

名 　 　 　 称

建 物 の 倒 れ

図

H

60 1040
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(c)
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60 1040

406040

10404040
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(b)

40 Pc

長 さ

4
0

P
c

4
0

フ ラ ン ジ 高 力 ボ ル ト 配 置 パ タ ー ン 図図 ８ .１

(2)

10
40

(単 位 ： ㎜ )

(注 )ボ ル ト 本 数 の 偶 数 奇 数 に よ ら ず 、 ウ ェ ブ 心 か ら 上 下 均 等 に 振 分 け と す る 。

ウ ェ ブ の 高 力 ボ ル ト 配 置 パ タ ー ン 例 図図 ８ .２

ウ ェ ブ と フ ラ ン ジ の ボ ル ト 配 置(3)

幅P
c
P
c

(単 位 ： ㎜ )

ｎ w

ｍ
w

4
0

標 準 高 さ

(ｅ )

(3)

か つ

(Δ Ｈ )

(4)

ボ

カ

表 ９ .１

I

ト
ル

(ｅ )

(7)

(ｅ ) 1,000
ｅ ≦

H

ｅ ≦ 10㎜か つ

ｅ ≦ 10㎜

(6)

(Δ Ｈ )

(5)

精 度 の 基 準

60

Ｈ ＝ ２ ０ ０ 、
＝ ６ ０ 未 満 の 場 合

6
0
4
0

≒
6
0
未

満

Ｈ ＜ ２ ０ ０ 、(a)

4
0

＝ ６ ０ 未 満 の 場 合

Ｈ ＜ ２ ０ ０ 、

＝ ６ ０ 以 上 の 場 合

(単 位 ： ㎜ )

フ ラ ン ジ の ボ ル ト 位 置 フ ラ ン ジ の ボ ル ト 位 置

９．鉄骨工事の精度

ウ ェ ブ と フ ラ ン ジ の ボ ル ト 配 置 関 係図 ８ .３

4
04

0

4
0

フ ラ ン ジ の ボ ル ト 位 置

≒
6
0
未

満

≒
6
0
以

上

各 部 詳 細７－３
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４×２-Ｍ２０

５×２-Ｍ２０
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４×２-Ｍ２０
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１６２
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１６６
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４０５
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１１２
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１４１

１４１

２５９
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２３８
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３６１

２６７

３８９

４０４

７２２

５３３

４３８
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５８１

９×１２０

９×１６５

９×１６０

９×１８５

９×１３５

１２×１６０
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１２５

１１１

　９６

８７５

１４２

１１７

７８９

６０５

８８５

２１８

２０２

２３２

１３１

１５９

１９０

FB -100× 16

2Ｌ- 75× 75×12

2Ｌ- 75× 75× 9

2Ｌ- 75× 75× 6

2Ｌ- 90× 90×13

2Ｌ- 90× 90×10

2Ｌ- 90× 90× 7

Ｌ-100×100× 7

Ｌ- 90× 90×13

Ｌ- 90× 90×10

2Ｌ- 65× 65× 6

Ｌ-100×100×13

Ｌ-100×100×10

FB -100×  9

FB - 90×  9

FB - 75×  9

FB - 90× 16

FB -100× 12

FB - 90× 12

2Ｌ-100×100×13

2Ｌ-100×100×10

2Ｌ-100×100× 7

FB - 65×  9

FB - 75×  6

FB - 65×  6

本数－径
サ　イ　ズ

(必　要　溶　接　長

厚×必要幅

Ｌ- 75× 75× 6

Ｌ- 65× 65× 6

ＴＹＰＥ③

Ｌ- 90× 90× 7

Ｌ- 75× 75×12

Ｌ- 75× 75× 9

ガセットプレート

ＴＹＰＥ②

)

ＴＹＰＥ①
ｇt×B

高力ボルト
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602
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2
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6

6

3

3

2

2

1

1

90

60

70
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9

9

9
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1

1

2

2

2

1
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2
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2

2

2

4

2

2
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2

2

2

4

4

4
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4

3

2

2

3

3

3
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80
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260
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9

9

9

9

9

9

290
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290

200

200

140

290

260

200

114

90.3

94.7

201

177

159

290

290

170

56.0

49.7

290

11.76

8.400
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14.82

13.02402

238
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幅厚

383200
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60
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9

9

6
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140

6

2
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※

3 2

7.560

52.0

90.1

33.8

9 53.1

90.1

174

180

108

51.9

72.9

284
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290

290 9
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2909

9

9

53012

9

94.3

1060

666

694
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1200

865 36.79

45.05

29.47

28.33

29.31

51.21

1.3

1.2

1.3

1.2

1.3

1.3

1.12

0.80

0.95

0.85

1.19

0.97

90

高 力 ボ ル ト F10T(鋼 材 SN400級 )JISタ ー ン バ ッ ク ル 筋 か いタ ー ン バ ッ ク ル 筋 か い 等

(単 位 ： ㎜ )(JIS A5541 付表1)(JIS A5542 付表1a1b)
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t

2

Ａ

3ｅ

(最小)

S

1

2

ｅ

ｅ
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70
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9

9

40

150

120
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105

150

150

9

9

290

8.99

8.82

9×80

10.64

12.65

12.46

9×70

１-M16

6×60

１-M20

9×70

１-M20

20.33

20.1118.11 24.77

21.99

21.7714.46

14.6510.81 18.3316.33

16.11

１-M16

Ｍ２４Ｍ２２Ｍ１６ Ｍ３３Ｍ３０Ｍ２７Ｍ１２Ｍ１０ Ｍ１４ Ｍ１８ Ｍ２０

２-M20
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２-M20１-M12

6×60 12×90

２-M22
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２-M22

12×110

24.99
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M20
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M20
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9
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7
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8
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9
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M20
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2 2

2

2

2 2
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2
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9
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2

9
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M2214
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3
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2

2

2

2

H-244
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H-194
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H-175
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2

M16

M16

M169
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H-194

27.67

27.42

H-300

H-244

H-250

7

6.5

7

150
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150 9

11
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6
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M20

H-350

8

300

H-400

H-350

H-340

200

150
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13
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14
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H-414

H-400

H-390

11

H-450

H-428

150 10

M20

M20

12

9
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M20

M20

M20

M20

M20

9

6

7.5
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8

6.5 9

14

11

7

15
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(㎜)

梁 継 手 の 諸 元 一 覧８ － ２

径   Ｄ 　 ：

㎜ ㎜㎜
Wm

㎜
W

㎜ ㎜㎜㎜
n

FmF

フ ラ ン ジ 及 び ウ ェ ブ に 使 用 す る 高 力 ボ ル ト の 呼 び 径

断 面 寸 法 ：母 材 断 面 の 寸 法

ｇ 2ｇ

n

ｹﾞｰｼﾞ

1

㎝ 2
3

N･m
㎝ 2 3㎝F

3㎝ m3
10

N
3 3

1010

N･m N･mN

10 10
m

Ａ Ａ

Ｌ

柱 　 脚(c)
図 ７ .６

Ｘ

(注 )１ ． 柱 、 梁 及 び ブ レ ー ス の ゲ ー ジ ラ イ ン は 、 原 則 と し て 一 致 さ せ る 。

Ｐ -6

Ａ -Ａ 断 面 図

柱 継 手 一 覧 表

８．柱・梁継手標準
８－１

断面寸法

径

Ｄ

と な る 場 合 は こ の 限 り で は な い 。

Ｘ -Ｘ 断 面 図

鉛 直 ブ レ ー ス （ 山 形 鋼 ） （ 単 位 ： ㎜ ）

柱・梁継手一覧
表 ８ .１ Ｓ Ｎ ４ ０ ０ 級 （ Ｆ １ ０ Ｔ ・ Ｓ １ ０ Ｔ ）

3

m

ﾎﾞﾙﾄ 添板寸法

2 N･m
3

ﾓｰﾒﾝﾄ曲げ せん断力ﾎﾞﾙﾄ 外添板 内添板

10 10

N･m
㎜㎜

10
3

N
㎝3

3㎝

保有耐力接合

W ㎜ ㎜ ㎜ ㎜n㎜㎜㎜ ㎜㎜㎜

ＳＮ４００級（Ｆ１０Ｔ・Ｓ１０Ｔ）表８.２梁継手一覧表

径

Ｄ
断面寸法

Wm

ﾎﾞﾙﾄ

12

Fn

Ａ ： 有 効 ね じ 部 の 長 さ

た だ し 、 そ れ に よ り ゲ ー ジ ラ イ ン が 不 一 致

4530
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5050 55

23.521.521.5 23.521.521.5

454534
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727256 1339991
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54
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14 42
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165150140
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9

9
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4.94
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3.66
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以上以上

以上

35

13 17

40

12

45

以上

736652

25

28

115
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47
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17パイプ式

割 枠 式

溶接長さ

子

羽

割 枠 式

最　　小

最　　大

③

穴心のあき

平　鋼　製

切　板　製

寸

及

状

ン

び

法

ル

ボ

板

形

の

ト

②

(d)

サ　イ　ズ

(㎜)

プレート

ガセット

ねじの呼び

R

質量 (㎏)

Ｌ

1ｅ

ＴＹＰＥ

板　厚

端あき(最小)

ＴＹＰＥ

ＴＹＰＥ

①

軸　径

必要溶接長

本数－径

取付ボルト穴径

調整ねじの長さ

ｄ

I

42

60

ボルト端から取付ボルト

675644

(1)

高力ボルト

バ

(2)

(2)

(2)

64

135

2291028080

7971

83

113
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116

(最小)

I

ン

タ

ル

ク

ッ

ク

ッ

タ

バ

ル

胴

板　厚

(最小)

(最小)

(3)

gt×B

厚さ×幅

い

か

筋

へりあき

へりあき

許容差 +0,-0.5㎜

3.01

1

長 さ

S

d

羽 子 板 ボ ル ト （ M10～ M22)

t

1

1

2
t

P

2
e

e
R

e

e

e

R R

S

d

d

1

3

S

２
S以

上

2

Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ ① Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ ③Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ ②

e
≧

2

＋＝

2

ガ セ ッ ト プ レ ー ト の 種 類図 ７ .２

S

1

1

3

＋ 4S＋ 2S

S

1

21

e

Ａ

20

10

(a) (b)

Ａ

鉛 直 ブ レ ー ス

ＡＡ

(1)

Ｘ
Ｂ

30°

長 さ を 確 保 す る 。

２ ． ガ セ ッ ト プ レ ー ト の 幅 は 、 材 端 ボ ル ト 位 置 で 図 (d)に 示 す Ｂ の

ガ セ ッ ト プ レ ー ト の 形 状

Ｘ -Ｘ 断 面 図

柱 　 頭 （ 梁 が ピ ン 接 合 の 場 合 ）柱 　 頭 （ 梁 が 剛 接 合 の 場 合 ）

30°

(d)

Ｘ -Ｘ 断 面 図

図 ７ .５

図 ７ .３

図 ７ .４ 羽 子 板 ボ ル ト （ M24～ M33)

「 パ イ プ 式 」「 割  枠  式 」

Ｌ ： 胴 の 長 さ

d

e

e

(JIS A5542 付 表 1b)

(JIS A5542 付 表 1a)

長 さ

L

A

L
A A

タ ー ン バ ッ ク ル 胴

左 ね じ左 ね じ

(JIS A5541 付 表 1)
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23
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6
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200

以上以上

35 50
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9

9
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9
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9

9
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9
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9

9
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以上

Ｐ

ｅ

(㎝)

ｅ1

Ｂ

ｇｔ：ガセットプレートの板厚 (㎝)

ｅ

(3)

(2)

Ｂ：ガセットプレートの有効幅

e≧

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

e
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S以
上

d

1ｅ

図 ７ .１

1 2

パイプ式には、質量規定なし。

以上 以上 以上以上 以上 以上

以上以上以上 以上以上以上
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注

が確保されていれば形状は自由でよい。ｅ,
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号

１級建築士登録　第285024号

伊 五 沢 設 計
製　図

盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事

S23

伊五澤　和宣

（改修前）基礎伏図

１級建築士事務所

有限

会社

検　図

建 築 構 造
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S=1：50
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図面内容
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面
図

一級建築士　登録第285024号　　伊五澤　和宣

縮尺
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号

１級建築士登録　第285024号

伊 五 沢 設 計
製　図

S=1：30
盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事

S23

伊五澤　和宣

（改修前）基礎詳細図

１級建築士事務所

有限

会社

検　図

建 築 構 造
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面
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縮尺
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号

１級建築士登録　第285024号

伊 五 沢 設 計
製　図

S=1：100
盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事

S23
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（改修前）屋根伏図

１級建築士事務所
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検　図

建 築 構 造
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面
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縮尺
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号
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製　図

S=1：100
盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事
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350

7
,
2
0
0

5,730

5,400

5
0
0

3
,
1
5
0

6
,
8
0
0

4
0
0

34,400

5,750

4,000

4,000

5,730 5,7305,730 5,730

7
,
2
0
0

6
,
8
0
0

5,400 350

3
,
1
5
0

3
,
1
5
0

4
0
0

5
0
0

5,750 5,730

3
,
1
5
0

34,400

5,730 5,7305,730 5,730

1

F1F1F1 F1F1

FG1

2G1

FG1FG1FG1

F1

54

　　Ａ通軸組図　　

3

　　Ｂ通軸組図　　

7

F1

FG1

F1

6

FG1

C1

2G12G1 2G1

G1G1

2G1

f1

CB15

8

f1

CB15

G1

C1-a

G1

C1C1 C1

2G1

G1G1

2G1

C1-a C1

F1

FG1 FG1

F1F1

FG1

2G1

C1C1

F1

C1

FG1

▽ GL

BH2

F1

BH2

BH1

BH1

FG1 FG1

BH2BH2

BH1

C1

7

2

F1

G1

2G1

1

542 63

2G1

C1-a

2G1

C1-aC1

G1 G1G1

2G1

G1G1

BH1

8

▽GL

1a

1a

S=1：100
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製　図
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H-194× 150× 6× 9

Ａ

３

Ａ

ＢＨ１

区分

枚ノ内
番

盛岡市みたけ四丁目８番４０号　ＴＥＬ 019-(641)-5755

図面内容

工事名
Ｓ２０

面
図

一級建築士　登録第285024号　　伊五澤　和宣

縮尺
特記

号

１級建築士登録　第285024号

伊 五 沢 設 計
製　図

S=1：20
盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事

S23

伊五澤　和宣

（改修前）３－５通り架構詳細図

１級建築士事務所

有限

会社

検　図

建 築 構 造



校舎

アリーナ

5
通

り

アリーナ

校舎

アリーナ 校舎

アリーナ 校舎

T1T1 T1T1T1 T1

5通り側軸組図　1/100

梁伏図　1/100

6通り側軸組図　1/100

13φ　ターンバックル付

ブレース　13φ　ターンバックル付

G1G1

G1G2G1 G1 G1

G1G1G1

G1

基礎伏図　1/100

G'2

（改修前）渡り廊下架構図
Ｓ２１

1
5
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3
,
6
7
5

1,000

1
5
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3
,
3
0
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2
,
5
0
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1,800 1,100

G´ 2　□-150× 100× 4.5
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1,000 3,600 1,100
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,
5
0
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1,8001,800 1,800

5
通

り
6
通

り
6
通

り

2,5005通り 6通り

4-13φ

アンカーボルト　2-16φ  L＝ 600

ベースプレート　260× 150× 6

13φ  両面

150

柱　□-100× 100× 3.2

Hoop　 9φ＠200

G2

G1

200

架構図　1/30

T1

モルタル流し込み

200

1
5
0

均しモルタル

9φ

3
,
4
5
0

2
0
0

4
0
0

□ -100× 100× 3.2

150

250

2
5
0

1
5
0 　 T1　　図面参照

　G2　　図面参照

各リスト

　柱　□-100× 100× 3.2

　 G1　　□-100× 100× 3.2

　 G'2　  □ -150× 100× 4.5

　プート　        3.2mm

　ベースプレート　6mm

ブレース

600

ブレース

ブレース

ブレース　13φターンバックル付

PL-3.2

ブレース

GL

□-100× 100× 3.2

PL-3.2

ブレース

6
0
0

3
0
0

150
□ -100× 100× 3.2

5
5
5

□ -100× 100× 3.2

PL-3.2

PL-3.2PL-3.2

13φ　両面

S=1：30
盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事

S23

１級建築士登録　第285024号

伊 五 沢 設 計
製　図

会社

検　図

建 築 構 造
伊五澤　和宣

１級建築士事務所

有限

盛岡市みたけ四丁目８番４０号　ＴＥＬ 019-(641)-5755

図面内容

工事名

区分

枚ノ内
番

縮尺
特記

号

面
図

一級建築士　登録第285024号　　伊五澤　和宣

S=1：100
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6
0
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2,500

人通口三方：ﾓﾙﾀﾙ補修

人
通

口

点線：土間立下げ位置

D

D

-650

-650

-80

D

床下換気口共通
両側ｺﾝｸﾘｰﾄ詰め

床下換気口

D D

D

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ

D

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ

-15

± 0

D

砕石：t=150砕石：t=150
砂敷きt=30
防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15※周囲250立ち下げ

砂敷きt=30
防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15※周囲250立ち下げ
土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150

ｽﾛｰﾌﾟ・ ﾎﾟｰﾁ・靴洗い：別図参照

砕石：t=150
砂敷きt=30

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150
押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板XPS3bA t=30※設計GLまで立ち下げ

押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板XPS3bA t=30※設計GLまで立ち下げ

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15※周囲250立ち下げ防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15※周囲250立ち下げ
土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150

D

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150

砕石：t=150
砂敷きt=30

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15※周囲250立ち下げ

床下換気口
ｺﾝｸﾘｰﾄ詰め

床下換気口

ｺﾝｸﾘｰﾄ詰め

床下換気口
ｺﾝｸﾘｰﾄ詰め

ｺﾝｸﾘｰﾄ詰め

布基礎
砕石：t=150
砂敷きt=30

床下換気口
ｺﾝｸﾘｰﾄ詰め

布基礎

± 0

床
下

換
気

口

床下換気口床下換気口

床下換気口床下換気口

床下換気口

床下換気口 床下換気口 床下換気口床下換気口 床下換気口 床下換気口

床
下

換
気

口

床下換気口

-650

床下換気口床下換気口

-650

-650-650

床下換気口床下換気口床下換気口 床下換気口 床下換気口 床下換気口 床下換気口

砂敷きt=30
防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15※周囲250立ち下げ

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

防湿 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15※周囲250立ち下げ
土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15※周囲250立ち下げ

-15

± 0

-15

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15※周囲250立ち下げ

-315

砕石：t=150

± 0

：溶接金網φ6 100× 100敷き

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150

砕石：t=150
砂敷きt=30

砕石：t=150
砂敷きt=30
防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15※周囲250立ち下げ

砂敷きt=30

砂敷きt=30

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150

砕石：t=150

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150

砕石：t=150 土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150

：土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150を示す
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（改修後）基礎伏図　S=1：100

　・鉄筋　　　　　　　SD295A
　　　　　　　　　　　捨てコンクリート　Fc＝ 18-15-25

-650

：FLからの高さを示す

　・普通コンクリート　躯体コンクリート　Fc＝ 24(21+3)-15-25
使用材料

点線：土間立下げ位置

D
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土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=90～ 170

点線：土間立下げ位置
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床金具基礎【新設】

床金具基礎【新設】
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8-D13

設計GL

F L

□ -D10-@200

新設床金具基礎詳細図　S=1：50

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ内：4-D13

S=1：50
盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事
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１級建築士登録　第285024号

伊 五 沢 設 計
製　図

伊五澤　和宣

会社

検　図

建 築 構 造

（改修後）基礎伏図

１級建築士事務所

有限

盛岡市みたけ四丁目８番４０号　ＴＥＬ 019-(641)-5755

図面内容

工事名

区分

枚ノ内
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面
図

一級建築士　登録第285024号　　伊五澤　和宣

S=1：100
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a詳細

※水下側

アリーナ

校　舎

母屋【新設】：C-100× 50× 2.3@455　 PL-4.5 BOLT 2-M12

胴縁：C-100× 50× 20× 2.3@600　 PL-4.5 BOLT 2-M12

2PL-4.5 BOLT 2-M12
ｻｯｼ受け【新設】：□-100× 100× 2.3

ﾊｯﾁﾝｸﾞ部分：ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ【新設】

既存ﾌﾞﾚｰｽ【撤去】
ﾌﾞﾚｰｽM12ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付き【新設】

設計GL

F L

1.5

母屋【新設】：C-100× 50× 2.3@455　 PL-4.5 BOLT 2-M12

既存床天端

10

胴縁【新設】：C-100× 50× 20× 2.3@600　 PL-4.5 BOLT 2-M12

断面図

※既存鉄骨部材共通：全て下地調整（RB種）の上、錆止め塗装

φ13ｲﾅｽﾞﾏ片側撤去

校　舎

2PL-4.5 BOLT 2-M12

F L

アリーナ

（改修後）軸組図　S=1：50

胴縁：C-100× 50× 20× 2.3@600　 PL-4.5 BOLT 2-M12

胴縁【新設】：C-100× 50× 20× 2.3@600　 PL-4.5 BOLT 2-M12

ｱﾘｰﾅ梁（2G1）

無収縮ﾓﾙﾀﾙt=30

設計GL

c-c断面図　S=1：50

　　

D10＠ 200

B1【新設】

D13＠ 200

　　

GPL-6、 HTB 1-M12

PL-4.5、 BOLT 2-M12【新設】

1－D13

ﾌﾞﾚｰｽ【新設】:M12ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付

※水上側

□-100× 100× 3.2【新設】

アリーナ

（改修後）軸組図　S=1：50

2PL-4.5、 BOLT 2-M12【新設】

PL-4.5、 BOLT 2-M12【新設】

C-100× 50× 20× 2.3@455【新設】

□-100× 100× 3.2【新設】

□-100× 100× 3.2【新設】

d詳細

FL± 0～-315

1－ D13

　　

新設床天端

c詳細

母屋【新設】：C-100× 50× 2.3@455　 PL-4.5 BOLT 2-M12

校　舎

b詳細

D10＠ 200　　

□-100× 100× 3.2【新設】

1－D13

D10＠ 200
1－ D13 D13＠ 200

1－ D13

1－ D13

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ【新設】

胴縁【新設】：C-100× 50× 20× 2.3@600　 PL-4.5 BOLT 2-M12

B

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ【新設】

ｱﾘｰﾅ梁（2G1）

G
1

ﾌﾞﾚｰｽM12ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付き【新設】

梁【新設】：□-100× 100× 3.2

2PL-4.5溶接

ｻｯｼ受け【新設】：□-100× 100× 2.3

G
1

G
1

G
1

G
1

G
1

G
1

G
1

： FLからの高さを示す

-315

-15

± 0

母屋：C-100× 50× 20× 2.3@455【新設】

（改修後）基礎伏図　S=1：50 （改修後）梁伏図　S=1：50

T1

B1（□-100× 100× 3.2）【新設】

T1

DN

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

アリーナ

校　舎

G
2
’

G
2

G
1

T1

T1

T1

T1

b-b断面図　S=1：50

b b

設計GL

F L

a-a断面図　S=1：50

c

a a

c

水上側 水下側

新設床天端

既存床天端

FL± 0～ -315

水上側 水下側

ﾊｯﾁﾝｸﾞ部分：ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ【新設】

B

B

c詳細

b詳細

PL-4.5、 BOLT 2-M12

455

母屋：C-100× 50× 20× 2.3@455

180

100

2PL-4.5、 BOLT 2-M12

□ -100× 100× 2.3

□ -100× 100× 2.3

PL-4.5、 BOLT 2-M12

C-100× 50× 20× 2.3@600

PL-4.5、 BOLT 2-M12

8
0

▽ 1FL

C-100× 50× 20× 2.3@600

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ： M12 L=300 @1800以内

PL-4.5、 BOLT 2-M12

2PL-4.5、溶接接合2PL-4.5、溶接接合

1
8
0

25

9
0

100

d詳細図図　S=1：20c詳細図図　S=1：20

e詳細図図　S=1：20

b詳細図図　S=1：20

e詳細

a詳細図図　S=1：20

区分

枚ノ内
番

盛岡市みたけ四丁目８番４０号　ＴＥＬ 019-(641)-5755

図面内容

工事名
Ｓ２３

面
図

一級建築士　登録第285024号　　伊五澤　和宣

縮尺
特記

号

１級建築士登録　第285024号

伊 五 沢 設 計
製　図

S=1：20
盛岡市立見前小学校屋内運動場大規模改修（建築主体）工事

S23

伊五澤　和宣
建 築 構 造

（改修後）渡り廊下詳細図

１級建築士事務所

有限

会社

検　図

S=1：50


